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1 総　合

第６９２６号

ビジネスマンの護身術　　
経団連、就活指針を廃止　
元横綱の輪島さん死去　　
今が旬・青木源太　
テニス国枝、上地準決勝へ　
みなみ十字　
じゃらんじゃらん　
砂浜500メートル消えた村　
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6
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アジアパラゲームの
日本選手団最年長選
手 の 山 外 芳 敬 さ ん
（77）は９日、ロー
ンボウルズの男子シ
ングルスで初勝利を
挙げた＝大野航太郎

パナソニック・ゴー
ベル・インドネシア
はエアコンの新シリ
ーズを発表した。中
間層に向けた「ヒー
ロ ー モ デ ル 製 品 戦
略」の一環＝太田勉

為　替（９日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝134万6500ルピア
１ドル＝1万5190ルピア

１万円＝130万8200ルピア
（前日比、１万1700ルピア安）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（９日）

23,469.39
-314.33

日経平均
5,796.79
35.72

インドネシア
26,486.78
39.73

NYダウ（８日）

-1.32% 0.62% 0.15%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万4920ルピア
（同、30ルピア安）

１ドル＝113.30～32円
（前週末比、0.53円高）

2018年（平成30年）
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10月10日
水曜日

三菱UFJ銀T.T.B

パル

シ
ギ
県
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
村

　

ア
ジ
ア
パ
ラ
ゲ
ー
ム
４
日
目

は
９
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

な
ど
各
地
で
行
わ
れ
、
日
本
は

陸
上
女
子
走
り
幅
跳
び
（
義
足

な
ど
）
で
、
ア
ジ
ア
記
録
保
持

者
の
中
西
麻
耶
（
う
ち
の
う
整

形
外
科
）
が
今
季
自
己
ベ
ス
ト

の
５
メ
ー
ト
ル
44
で
優
勝
す
る

な
ど
、
全
体
で
７
個
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。
９
日
午
後
10

時
時
点
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
数
は

中
国
が
78
個
で
単
独
首
位
。
日

本
が
17
個
で
４
位
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
８
個
で
６
位
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
（
上
肢
障
害
Ｓ
Ｕ
５
）
で

は
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の

鈴
木
亜
弥
子
（
七
十
七
銀
）
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
選
手
を
ス
ト
レ

ー
ト
で
下
し
、
初
戦
を
白
星
で

飾
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
陸
上
、
卓

球
な
ど
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
（
大
野
航
太
郎
、
６
、
８

アジア
パラゲーム
ジャカルタ
2018

中西、今季ベストでＶ
イは陸上、卓球で金

面
に
関
連
）

　

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
大
統
領
は
９

日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
の

イ
ス
タ
ナ
（
大
統
領
宮
殿
）
で

マ
レ
ー
シ
ア
の
ワ
ン
ア
ジ
ザ
副

首
相
と
会
談
し
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
の
サ
バ
州
沖
で
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
船
員
が
拉
致
さ
れ
た
事
件

に
触
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
側
に
海

上
保
安
の
強
化
を
求
め
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
出
稼
ぎ
労

働
者
の
問
題
や
テ
ロ
対
策
、
持

続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
普
及
な

ど
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
は
マ
ハ
テ

ィ
ー
ル
氏
が
首
相
復
帰
後
の
初

外
遊
で
６
月
に
来
イ
し
、
ジ
ョ

コ
ウ
ィ
氏
と
会
談
し
た
ば
か

り
。
ワ
ン
ア
ジ
ザ
氏
の
夫
の
ア

ン
ワ
ル
元
副
首
相
も
８
月
末
に

来
イ
し
、
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
氏
と
会

談
し
た
。　
　
　

（
木
村
綾
）

女子走り幅跳で優勝した中西麻耶＝大会組織委員会提供

　

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
陣
営
の
選
対
幹

部
ラ
ト
ナ
・
サ
ル
ン
パ
エ
ッ
ト

容
疑
者
の
偽
情
報
拡
散
事
件

で
、
警
視
庁
は
９
日
、
事
件
に

関
与
し
た
疑
い
が
あ
る
と
し

て
、
労
働
組
合
総
連
合
（
Ｋ
Ｓ

Ｐ
Ｉ
）
の
サ
イ
ド
・
イ
ク
バ
ル

代
表
を
参
考
人
聴
取
し
た
。

　

地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

サ
イ
ド
氏
は
聴
取
後
、
９
月
28

日
と
10
月
２
日
の
２
回
、
ラ
ト

ナ
容
疑
者
と
会
っ
た
際
、
同
容

疑
者
は
「
何
者
か
に
暴
行
を
受

け
た
」
と
一
貫
し
て
主
張
。
２

日
の
会
合
に
は
、
「
＃
大
統
領

交
代
」
運
動
を
展
開
す
る
ネ

ノ
・
ワ
リ
ス
マ
ン
氏
ら
陣
営
幹

部
数
人
が
同
容
疑
者
の
自
宅
に

集
ま
っ
て
い
た
と
明
か
し
た
。

翌
３
日
に
警
察
が
捜
査
結
果
を

公
表
し
た
の
を
受
け
、
同
容
疑

者
は
一
転
し
て
「
う
そ
を
つ
い

た
」
と
自
白
す
る
に
至
っ
た
。

　

警
視
庁
は
10
日
に
陣
営
顧
問

の
ア
ミ
ン
・
ラ
イ
ス
氏
を
聴
取

す
る
予
定
。　

（
蓜
島
克
彦
）

労
組
幹
部
を

参
考
人
聴
取

偽
情
報
拡
散
事
件

マ
レ
ー
シ
ア

副
首
相
と
会
談

大
統
領

泥
流
で
幹
線
道
路
消
滅 

パ
ル
南
方
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ  

１
㌔
に
わ
た
り
押
し
流
す 

　

橋
を
渡
る
と
、
道
が
消
え
て
い
た—

—
。
中
部
ス
ラ
ウ
ェ

シ
州
パ
ル
市
か
ら
南
方
山
間
部
へ
向
か
う
パ
ル
〜
パ
ロ
ロ
幹

線
道
路
は
、
９
月
28
日
の
地
震
で
起
き
た
大
規
模
な
泥
流
に

よ
り
、
シ
ギ
県
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
村
の
約
１
キ
ロ
の
区
間
で
沿
線

の
建
物
ご
と
押
し
流
さ
れ
て
い
た
。
パ
ル
と
の
交
通
の
動
脈

を
失
っ
た
同
県
の
四
つ
の
郡
は
９
日
に
な
っ
て
も
孤
立
状
態

が
続
い
て
お
り
、
公
共
事
業
局
は
復
旧
を
急
ぐ
方
針
だ
が
、

相
当
な
日
数
を
要
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
米
元
文
秋
、
写
真
も
、
８
面
に
関
連
） 

　

シ
ギ
県
に
入
っ
て
ま
も
な

く
、
幹
線
道
路
が
波
打
ち
始
め

た
。
亀
裂
や
深
さ
２
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
陥
没
や
急
傾
斜
が
至
る

所
に
あ
り
、
倒
れ
た
電
柱
が
行

く
手
を
ふ
さ
ぐ
。
車
の
速
度
は

歩
行
者
ほ
ど
に
落
ち
た
。
大
き

な
亀
裂
が
で
き
た
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
か
ら
、
油
の
臭
い
が
漂

う
。 

　

や
が
て
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
村
で
通

行
止
め
の
棒
き
れ
に
突
き
当
た

っ
た
。
徒
歩
で
橋
を
渡
る
と
高

さ
数
メ
ー
ト
ル
の
が
け
で
行
き

止
ま
り
。
が
け
の
下
か
ら
前
方

１
キ
ロ
ほ
ど
に
は
、
一
面
に
泥

ま
み
れ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が

広
が
っ
て
い
た
。 

　

「
道
沿
い
に
は
大
き
な
お
店

も
あ
っ
た
の
。
こ
の
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
畑
は
左
の
方
か
ら
何
キ
ロ

も
流
れ
て
き
て
、
店
や
家
は
右

の
方
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
」
。

近
隣
の
シ
デ
ラ
村
の
農
業
マ
イ

ラ
さ
ん
（
48
）
が
顔
を
し
か
め

な
が
ら
話
し
た
。 

　

「
残
っ
て
い
る
道
と
同
じ
高

さ
で
、
あ
そ
こ
ま
で
ず
っ
と
道

が
続
い
て
い
た
」
と
１
キ
ロ
ほ

ど
先
の
建
物
を
指
さ
す
。
道
路

と
街
並
み
が
厚
さ
何
メ
ー
ト
ル

か
の
土
地
ご
と
押
し
流
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。 

　

ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
村
の
第
２
ド
ゥ

ス
ン
第
２
隣
組
（
Ｒ
Ｔ
）
長
の

農
業
バ
ン
バ
ン
さ
ん
（
46
）
は

家
を
失
い
シ
デ
ラ
村
に
避
難
し

て
い
る
。 

　

「
私
が
家
の
前
に
い
た
息
子

（
10
）
に
『
逃
げ
ろ
』
と
叫

び
、
妻
が
家
か
ら
出
て
２
、
３

秒
後
に
泥
が
家
を
押
し
つ
ぶ
し

た
。
泥
が
の
た
う
ち
回
り
、
家

は
沈
ん
だ
。
家
族
と
二
度
と
会

う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
」
と
地
震
直
後
の
様
子

を
語
る
。 

　

泥
流
被
害
は
幅
１
キ
ロ
、
長

さ
６
キ
ロ
に
及
び
、
第
１
〜
３

Ｒ
Ｔ
の
１
４
９
世
帯
だ
け
で
も

９
人
が
な
く
な
り
、
17
人
が
行

方
不
明
だ
と
い
う
。 

　

同
じ
く
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
村
か
ら

の
避
難
民
の
農
業
シ
テ
ィ
・
ロ

ム
ラ
さ
ん
（
55
）
の
家
は
、
泥

流
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
場

所
に
あ
っ
た
。 

　

「
夜
の
９
時
ご
ろ
ま
で
泥
に

流
さ
れ
た
。
米
も
マ
メ
も
ト
マ

ト
も
何
も
か
も
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
職
業
学
校
１
年
の
孫
が

勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
か
」
と
涙
を
見
せ
る
。 

　

山
間
部
に
近
い
シ
デ
ラ
村
に

は
、
激
し
い
被
害
を
受
け
た
ジ

ョ
ノ
オ
ゲ
村
や
パ
ル
市
ペ
ト
ボ

か
ら
避
難
民
が
多
数
流
れ
込
ん

で
い
る
。
「
夜
に
な
る
と
、
女

た
ち
が
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ

え
る
」
と
マ
イ
ラ
さ
ん
が
つ
ぶ

や
い
た
。 

地震でズタズタになったジョノオゲ村北方の幹線道路 

　

国
家
防
災
庁

（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）

は
９
日
、
中
部

ス
ラ
ウ
ェ
シ
地

震
・
津
波
発
生

か
ら
２
週
間
と

な
る
11
日
で
、

液
状
化
現
象
で

多
く
の
住
宅
が

泥
に
埋
も
れ
た

パ
ル
市
バ
ラ
ロ
ア
、
同
市
ペ
ト

ボ
、
シ
ギ
県
ジ
ョ
ノ
オ
ゲ
の
３

地
区
で
の
捜
索
活
動
を
終
了
す

る
方
針
を
示
し
た
。

　

Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
の
ス
ト
ポ
・
プ
ル

ウ
ォ
・
ヌ
グ
ロ
ホ
報
道
官
は
捜

索
終
了
の
理
由
に
つ
い
て
「
遺

体
の
腐
敗
が
進
み
、
病
気
感
染

の
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
」
と
説

明
。
11
日
に
は
捜
索
現
場
で
合

同
祈
と
う
集
会
を
行
う
予
定

で
、
「
３
地
区
は
閉
鎖
し
て
緑

地
化
し
、
記
念
碑
を
建
て
る
」

と
述
べ
た
。
バ
ラ
ロ
ア
、
ぺ
ト

ボ
両
地
区
で
は
５
千
人
が
行
方

不
明
と
の
情
報
も
あ
る
。

　

Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
よ
れ
ば
、
バ
ラ

ロ
ア
で
48
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
１
０

４
５
棟
、
ペ
ト
ボ
で
１
８
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
２
０
５
０
棟
、
ジ

ョ
ノ
オ
ゲ
で
２
０
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
・
３
６
６
棟
が
壊
滅
。
重
機

を
使
っ
た
捜
索
活
動
が
行
わ
れ

て
き
た
。

　

中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
全
体
で

の
住
宅
被
害
は
６
万
７
３
１
０

棟
。
死
者
は
２
０
１
０
人
に
達

し
、
計
８
万
２
７
７
５
人
が
避

難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
木
村
綾
）

液状化３地区
捜索あすまで

▼スミットマス前で事故
　９日午後２
時47分ごろ、
南ジャカルタ
のスミットマ
スビル前で、

スディルマン通りをスナヤン方面へ
走行していた公共バス「トランスジ
ャカルタ」が分離帯のブロックに衝
突した。バスは前面のバンパーなど
を破損、別の乗用車１台も破損した
が、けが人はいなかった。
　　　　　　（ドゥティックコム）
▼ブカシでアパート売春 
　西ジャワ州ブカシ市のアパートで
売春をしていたとして、警察は８
日、女性21人と仲介者３人を人身売
買法違反などの容疑で逮捕したと発
表した。フェイスブックやツイッ
ターを通じ10万ルピアの手数料を取
り、部屋代込み50万～80万ルピアで
仲介していた疑い。
　　　　　　　（コラン・テンポ）
▼ペット犬にＩＣチップ

　ジャカルタ
特別州は、ペ
ットの犬への
マイクロチッ

プの装着と登録証取得を進めてい
る。狂犬病対策の一環で16年の州知
事令に基づくもので、９日までに
314匹が登録した。
　　　　　　（ドゥティックコム）
▼シンガポールより高い
　副大統領候補のサンディアガ・ウ
ノ氏は８日、「チキンライスの値段
はシンガポールで３万5000ルピアだ
が、ジャカルタでは５万ルピアもす
る」「インドネシアの食品価格はイ
ンドの２倍」など指摘した。「生活
必需品の価格を見直さなくてはなら
ない」と主張し、物価の安定を目指
すとアピールした。
　　　　　　（ドゥティックコム）
▼汚職告発に２億ルピア
　ジョコウィ大統領は９日、汚職疑
惑を通報した者に対し、最大２億ル
ピアの報奨金を出すと発表した。政
令23号で規定し、告発者の法的保護
も保証するとした。
　　　　　　（ドゥティックコム）



　

私
が
１
９
７
８
年
に
初
め
て
出

張
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
足
を
踏
み
お

ろ
し
て
か
ら
40
年
が
た
っ
た
。
そ

れ
か
ら
３
度
の
駐
在
、
多
数
の
出

張
な
ど
の
経
験
か
ら
読
者
の
皆
さ

ま
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
で
成

功
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
選
び

と
付
き
合
い
方
」
に
つ
い
て
寄
稿

し
た
い
。
自
身
の
経
験
が
読
者
の

参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

■
70
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

70
年
代
後
半
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
ス
ハ
ル
ト
政
権
の
地
盤
固
め

が
で
き
あ
が
る
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
外
国
人
が
住
む
、
ま
た
は
仕

事
を
す
る
環
境
と
し
て
は
厳
し
い

も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
の
直

行
便
は
な
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香

港
経
由
で
入
国
し
、
町
中
が
ク
ロ

ー
ブ
の
グ
ダ
ン
ガ
ラ
ム
の
タ
バ
コ

の
臭
い
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

当
時
、
現
在
の
よ
う
な
マ
ン
シ

ョ
ン
は
全
く
無
く
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

在
住
の
日
本
人
は
南
ジ
ャ
カ
ル

タ
・
ク
バ
ヨ
ラ
ン
バ
ル
の
住
宅
街

の
一
軒
家
に
住
ん
だ
。
近
く
に
日

本
食
を
売
っ
て
い
る
店
も
な
く
、

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
も
な
か
っ

た
。
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
（
現
ス
ル

タ
ン
ホ
テ
ル
）
の
日
本
舘
、
コ
タ

の
花
寿
司
な
ど
で
日
本
食
が
食
べ

ら
れ
た
時
は
非
常
に
感
激
し
た
も

の
だ
っ
た
。

　

余
暇
に
つ
い
て
も
ゴ
ル
フ
場
は

少
な
く
、
ラ
ワ
マ
ン
グ
ン
・
ゴ
ル

フ
が
唯
一
の
会
員
制
ク
ラ
ブ
で
、

他
は
誰
で
も
プ
レ
ー
で
き
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
ー
ス
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
け
っ
こ
う
楽

し
む
こ
と
が
で
き

た
。
む
し
ろ
テ
ニ

ス
の
方
が
盛
ん
だ
っ
た
。
余
談
で

あ
る
が
、
当
時
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

３
カ
所
に
カ
ジ
ノ
が
あ
っ
た
。
ア

ン
チ
ョ
ー
ル
公
園
、
コ
タ
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
・
シ
ア
タ
ー
。
24
時
間
営

業
で
深
夜
ま
で
日
本
人
が
出
入
り

し
、
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
な
社
交
場

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
現
在
の
ホ
テ
ル
ケ
ン

ピ
ン
ス
キ
ー
）
に
は
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
あ
り
、
外
国
人
が
よ
く
集
ま

っ
て
フ
ル
バ
ン
ド
の
演
奏
で
ダ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
い
た
。

■
自
動
車
産
業
の
幕
開
け

　

81
年
に
駐
在
と
な
り
、
担
当
は

自
動
車
産
業
だ
っ
た
。
当
時
私

は
、
日
本
の
い
す
ゞ
自
動
車
、
米

国
の
シ
ボ
レ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ホ
ー
ル
デ
ン
、
ド
イ
ツ
の
オ

ペ
ル
の
４
ブ
ラ
ン
ド
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
へ
輸
入
、
販
売
を
担
当
し

た
。
当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は

産
業
振
興
政
策
、
雇
用
促
進
を
行

っ
て
お
り
、
自
動
車
産
業
の
国
産

化
政
策
を
科
学
技
術
応
用
評
価
庁

（
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｔ
）
が
発
表
し
、
全
て

の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
完
全
組
み

立
て
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
か
ら
脱
却
し
、

年
度
毎
に
国
産
化
を
義
務
付
け
ら

れ
た
。

　

エ
ン
ジ
ン
の
組
み
立
て
か
ら
始

ま
り
、
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
の
鋳

物
工
場
な
ど
に
進
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
間
10
年
以
上
か
か
っ
た
。
ま

た
主
要
な
機
能
部
品
も
徐
々
に
国

産
化
の
義
務
化
が
進
み
、
ボ
デ
ィ

ー
パ
ネ
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
ク
ラ
ッ

チ
、
エ
ア
コ
ン
、
電
装
部
品
、
ク

ッ
シ
ョ
ン
、
バ
ネ
、
ガ
ラ
ス
、
内

装
不
織
布
な
ど
な
ど
、
ほ
と
ん
ど

の
部
品
の
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
進

出
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
欧
米
の
メ
ー
カ
ー

は
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ

れ
が
日
本
の
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
の
市
場
占
有
率
が
圧
倒
的
に
高

い
背
景
で
あ
る
。
私
も
駐
在
期
間

中
に
部
品
事
業
設
立
に
携
わ
っ
た

の
で
、
現
在
の
姿
は
当
時
の
関
係

者
の
苦
労
が
実
っ
た
た
ま
も
の
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

■
リ
ー
ス
会
社
の
立
ち
上
げ

　

ま
た
、
同
じ
時
期
に
私
は
商
社

で
初
め
て
リ
ー
ス
会
社
を
立
ち
上

げ
た
。
自
動
車
販
売
を
伸
ば
す
に

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
が
必
要
と
感

じ
た
か
ら
だ
。
当
時
の
シ
ボ
レ
ー

の
代
理
店
で
あ
っ
た
ガ
ル
マ
ッ

ク
・
モ
ー
タ
ー
（
ス
ハ
ル
ト
大
統

領
の
弟
が
オ
ー
ナ
ー
）
と
組
み
リ

ー
ス
会
社
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ

の
後
、
各
商
社
が
追
従
、
最
近
で

は
多
く
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
が
主

流
と
な
り
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
の
販
売
促
進
に

大
い
に
貢
献
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

　

い
ち
む
ら
・
や
す
お　

74
年

東
京
農
工
大
工
学
部
卒
、
伊
藤

忠
商
事
入
社
。
81
年
ジ
ャ
カ
ル

タ
、
89
年
マ
レ
ー
シ
ア
、
98
年

香
港
駐
在
を
経
て
、
00
年
よ
り

本
社
業
務
部
海
外
業
務
室
長
。

05
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
、
同

年
度
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ジ
ャ
パ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
理
事
長

を
務
め
る
。
08
年
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
支
配
人
兼
審
議
役
、
10
年
本

社
経
営
企
画
担
当
役
員
付
、
日

本
貿
易
会
常
務
理
事
、
国
際
社

会
貢
献
セ
ン
タ
ー 

理
事
長
、

日
本
貿
易
振
興
機
構
監
事
な

ど
を
務
め
る
。 

14
年
本
社
開

発
・
調
査
部
シ
ニ
ア
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
経

て
、
15
年
ジ
ェ
ト
ロ
・
エ
キ
ス

パ
ー
ト
と
し
て
現
職
。
仙
台
市

出
身
。
68
歳
。　

　

※
本
稿
で
提
供
し
て
い
る
情
報

は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
判
断
・

責
任
に
お
い
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
ジ
ェ
ト
ロ
で
は
、
で
き
る
だ

け
正
確
な
情
報
の
提
供
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
が
、
本
稿
で
提
供
し

た
内
容
に
関
連
し
て
、
利
用
さ
れ

る
方
が
不
利
益
な
ど
を
被
る
事
態

が
生
じ
た
と
し
て
も
、
ジ
ェ
ト
ロ

お
よ
び
執
筆
者
は
一
切
の
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

×　
　
　

×

　

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
護
身
術
」

は
、
原
則
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜

に
掲
載
し
ま
す
。
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■阪急阪神エクスプレス、ＰＬＢ取得
　阪急阪神ロジスティクスは９日、現
地法人の阪急阪神ロジスティクスイン
ドネシアが保税物流センター（ＰＬ
Ｂ）のライセンスを取得したと発表し
た。西ジャワ州ブカシのＭＭ2100工業
団地内で延床面積１万1855平方メート
ル。ＰＬＢは１万41平方メートルで、
うち倉庫が6900平方メートル。

■ＩＭＦ、18年成長率5.1％予想
　国際通貨基金（ＩＭＦ）は９日、
インドネシアの2018年の経済成長率が
5.1％にとどまる見解を表明した。5.3
％からの下方修正となる。通貨安や新
興国経済の成長減速への懸念などが要

因で、19年予想も5.1％。

■ジャカルタ～ラブアンバジョ便就航
　国営ガルーダ・インドネシアの格安
航空会社シティリンクは29日、バンテ
ン州スカルノハッタ空港～東ヌサトゥ
ンガラ州フローレス島ラブアンバジョ
コモド空港便を就航する。１日１往
復。観光客の利用を見込む。機体はエ
アバスＡ320で180人乗り。

■キノ、カンボジアに進出
　消費財メーカー、キノ・インドネシ
アはこのほど、カンボジアで合弁会社
キノ・ケア・コンシューマーを設立し
たと発表した。資本金は約59億2000万
ルピアで、キノが51％、米系投資会社
ＶＳＣＰインベストメントが49％出資
する。ヘアオイル「エリップス」の販
路開拓などを進める。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
40
年  
㊤

パナソニック

さびずに長持ち
「ｓｉ－ＢｉＲＵ」シリーズ

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
ゴ
ー
ベ

ル
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
Ｐ
Ｇ

Ｉ
）
は
９
日
、
エ
ア
コ
ン
の

新
シ
リ
ー
ズ
「
ｓ
ｉ̶

Ｂ
ｉ
Ｒ

Ｕ
」
を
発
表
し
た
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
の
中
間
層
に
向
け
、

現
行
の
普
及
モ
デ
ル
よ
り
一
段

階
上
の
付
加
価
値
製
品
を
提
供

す
る
同
社
の
「
ヒ
ー
ロ
ー
モ
デ

ル
製
品
戦
略
」
の
一
環
。
こ
と

し
後
半
に
入
り
単
月
で
シ
ェ
ア

20
％
を
切
っ
た
エ
ア
コ
ン
販
売

を
テ
コ
入
れ
し
、
２
０
１
９
年

か
ら
始
ま
る
本
格
的
な
販
売
戦

略
に
つ
な
げ
同
25
％
を
目
指

す
。

　

「
ｓ
ｉ̶

Ｂ
ｉ
Ｒ
Ｕ
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
防
塵
（
ぼ
う
じ

ん
）
、
防
錆
（
ぼ
う
せ
い
）
仕

様
で
高
い
耐
久
性
▽
不
安
定
な

電
圧
環
境
で
も
１
６
０
ボ
ル
ト

の
低
電
圧
ま
で
対
応
▽
省
電
力

で
Ｓ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
（
最
小
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
基
準
）
最
高
値
の
４
ス

タ
ー
認
証
▽
環
境
対
応
の
Ｒ

32
の
冷
媒
使
用
―
―
な
ど
が
特

徴
。
特
に
室
内
機
、
室
外
機
の

エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
（
冷
却
器
）

が
防
錆
仕
様
で
青
色
に
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
、
雨
期
が

あ
り
高
温
多
湿
な
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
過
酷
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ

る
機
器
を
保
護
し
、
製
品
寿
命

を
延
ば
す
。
０
・
５
、
０
・

７
、
１
、
１
・
５
馬
力
（
Ｐ

Ｋ
）
の
４
タ
イ
プ
が
あ
り
、
標

準
小
売
価
格
は
３
２
０
万
〜
４

２
０
万
ル
ピ
ア
。

　

Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
西
府
正
剛
社
長
は

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
エ
ア
コ
ン

事
業
は
60
年
。
そ
の
経
験
と
技

術
を
集
約
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
人
々
、
特
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
と

そ
の
周
辺
の
人
々
の
必
要
を
満

た
す
製
品
」
と
語
っ
た
。

（
太
田
勉
、
写
真
も
）

室
内
機
、
室
外
機
内
部
に
青
色
の
防

錆
処
理
が
施
さ
れ
た

日
本
の
標
識
燈
技
術
で
新
開
発

ス
カ
イ
エ
ナ
ジ
�  

理
研
興
業
と
提
携

　

太
陽
光
発
電
設
備
製
造
大
手

の
ス
カ
イ
エ
ナ
ジ
ー
社
（
日
立

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
ガ
ー

ド
ケ
ー
ブ
ル
型
視
線
誘
導
標
の
サ
ン

プ
ル
＝
ス
カ
イ
エ
ナ
ジ
ー
提
供

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
出
資
）

は
、
日
本
の
交
通
標
識
燈
技
術

を
導
入
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
と

融
合
し
た
新
製
品
を
開
発
す

る
。
西
ジ
ャ
ワ
州
ボ
ゴ
ー
ル
県

の
本
社
で
９
日
、
道
路
交
通
資

材
製
造
な
ど
の
理
研
興
業
（
本

社
・
北
海
道
小
樽
市
）
と
共
同

開
発
の
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
を
締

結
。
道
路
の
夜
間
走
行
を
安
全

に
す
る
「
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
型

視
線
誘
導
標
」
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
仕
様
に
し
て
い
く
。

　

年
内
に
北
海
道
の
高
速
道
路

３
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
で
４
メ

ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
し
て
実
証

実
験
を
行
う
。
２
０
１
９
年
中

に
は
日
本
国
内
で
計
１
０
０
キ

ロ
へ
の
設
置
を
目
指
す
。
並
行

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
実
証

実
験
を
実
施
し
、
実
用
化
を
進

め
る
。

　

理
研
興
業
は
創
業
64
年
。
防

雪
柵
や
道
路
資
材
・
防
災
関
連

製
品
の
製
造
、
販
売
を
官
公
庁

向
け
主
体
に
行
っ
て
い
る
。
ス

カ
イ
エ
ナ
ジ
ー
が
属
す
る
、
イ

ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
く
展
開

す
る
ト
リ
ニ
タ
ン
グ
ル
ー
プ
の

コ
ス
ト
競
争
力
が
あ
る
樹
脂
製

品
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
技
術
と
の
融
合
も
進
め
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
す
べ
て

生
産
す
る
体
制
を
整
え
る
。
日

イ
両
国
で
の
販
売
、
さ
ら
に
は

ア
ジ
ア
近
隣
国
へ
の
販
売
網
構

築
を
目
指
す
。

　

経
済
発
展
に
よ
り
国
内
の
自

動
車
保
有
台
数
は
12
年
の
１
０

９
７
万
台
か
ら
20
年
に
は
２
５

０
０
万
台
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
交
通
事
故
の
死
者

数
も
02
年
か
ら
10
年
ま
で
で
３

倍
以
上
に
急
増
し
、
深
刻
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
平
野
慧
）

　

ダ
イ
キ
ン
工
業
の
現
地
法

人
、
ダ
イ
キ
ン
・
エ
ア
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
こ
の
ほ
ど
、
販
売
店
を
２

０
２
０
年
度
ま
で
に
２
割
増
や

し
、
１
２
０
０
店
に
す
る
と
明

ら
か
に
し
た
。
販
売
店
の
５
割

を
占
め
る
首
都
圏
外
の
販
路
を

拡
大
し
、
普
及
率
向
上
を
狙

う
。

　

津
村
勲
社
長
は
「
ス
マ
ト

ラ
、
カ
リ
マ
ン
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ

な
ど
の
人
口
５
万
人
以
上
の
都

市
を
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
る
」

と
話
し
た
。

　

こ
と
し
７
月
、
北
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
保
守
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
担

う
従
業
員
向
け
の
研
修
施
設
を

新
設
し
、
サ
ー
ビ
ス
拡
充
と
合

わ
せ
て
競
争
力
を
高
め
る
。

        

（
大
野
航
太
郎
）

覚
書
を
結
ん
だ
ス
カ
イ
エ
ナ
ジ

ー
、
理
研
興
業
幹
部
ら
＝
ス
カ
イ

エ
ナ
ジ
ー
提
供

地
方
販
路
拡
大
へ

販
売
店
を
２
割
増ダ

イ
キ
ン

カディン・シニア・ビジネス・アドバイザー   市村泰男



　

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）

は
８
日
（
米
東
部
時
間
）
、
世

界
経
済
見
通
し
を
発
表
し
た
。

米
国
と
中
国
の
貿
易
摩
擦
悪
化

を
背
景
に
、
２
０
１
９
年
の
世

界
全
体
の
実
質
経
済
成
長
率
は

７
月
時
点
の
予
想
か
ら
０
・
２

ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
、
３
・
７

％
と
予
測
し
た
。
世
界
経
済
を

押
し
下
げ
る
リ
ス
ク
が
強
ま
っ

は
経
営
者
が
入
社
し
た
こ
ろ
と

は
違
っ
て
「
多
く
の
企
業
が
中

途
採
用
に
注
力
し
て
い
る
」
と

指
摘
し
、
一
括
採
用
や
大
学
教

育
を
め
ぐ
る
議
論
に
期
待
し

た
。
今
後
の
採
用
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
大
学
側
も
議
論
す

る
意
義
は
あ
る
と
し
た
。

　

現
行
の
経
団
連
の
指
針
に
基

づ
く
就
活
日
程
で
は
、
大
学
３

年
生
の
３
月
に
企
業
説
明
会
が
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新
ル
ー
ル
が
策
定
さ
れ
て

も
、
大
手
企
業
へ
の
影
響
力
が

大
き
い
経
団
連
の
関
与
が
薄
ま

る
こ
と
に
よ
り
有
名
無
実
化

し
、
就
職
活
動
の
早
期
化
が
進

む
恐
れ
も
あ
り
、
大
学
な
ど
の

関
連
団
体
で
構
成
す
る
「
就
職

問
題
懇
談
会
」
は
学
生
へ
の
影

響
を
懸
念
す
る
声
明
を
発
表
し

た
。
政
府
は
学
生
ら
の
不
安
に

配
慮
し
、
指
針
廃
止
後
も
大
学

２
年
生
が
対
象
と
な
る
21
年
入

社
組
ま
で
は
、
面
接
６
月
解
禁

な
ど
の
現
行
日
程
を
維
持
す
る

方
向
で
調
整
し
、
今
月
中
に
も

正
式
に
決
め
る
。

　

経
団
連
の
会
議
後
に
記
者
会

見
し
た
中
西
宏
明
会
長
は
「
日

本
が
変
革
期
に
あ
る
と
の
認
識

を
持
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
が
た

く
さ
ん
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
」
と
述
べ
た
。
会
議
で
は
指

針
廃
止
に
異
論
は
な
か
っ
た

が
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
は
必
要

と
の
意
見
が
多
か
っ
た
と
い

う
。
今
後
の
政
府
主
導
の
議
論

で
は
「
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と

　

東
京
証
券
取
引
所
で
９
日

朝
、
株
式
売
買
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
で
障
害
が
発
生
し
、
大
手
証

券
な
ど
一
部
が
顧
客
か
ら
の
注

文
を
一
時
停
止
し
た
。
東
証
を

傘
下
に
持
つ
日
本
取
引
所
グ
ル

ー
プ
（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
）
は
、
特
定
の

証
券
会
社
か
ら
大
量
の
電
子
デ

ー
タ
が
誤
送
信
さ
れ
、
処
理
能

力
を
上
回
っ
た
こ
と
が
原
因
だ

と
発
表
し
た
。
デ
ー
タ
の
情
報

量
は
数
十
秒
間
に
想
定
の
千
倍

以
上
に
上
っ
た
と
い
う
。
シ
ス

テ
ム
に
接
続
す
る
証
券
会
社
90

社
中
40
社
弱
に
影
響
が
出
た
。

10
日
は
午
前
９
時
か
ら
通
常
通

り
株
式
売
買
な
ど
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
デ
ー
タ

を
誤
送
信
し
て
い
た
の
は
メ
リ

ル
リ
ン
チ
日
本
証
券
で
、
何
ら

か
の
設
定
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
金
融
庁
は
Ｊ
Ｐ
Ｘ

に
、
原
因
や
再
発
防
止
策
を
報

告
す
る
よ
う
求
め
る
方
針
だ
。

東
証
で
は
２
０
０
５
年
に
も
大

規
模
な
シ
ス
テ
ム
障
害
を
起
こ

し
て
お
り
、
再
発
防
止
策
の
早

期
策
定
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｘ
は
９
日
午
後
に
東
証

内
で
記
者
会
見
を
開
き
、
シ
ス

テ
ム
部
門
を
担
当
す
る
横
山
隆

介
常
務
執
行
役
が
「
投
資
家
に

多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
陳
謝

し
た
。
顧
客
に
悪
影
響
が
波
及

し
た
恐
れ
が
あ
る
が
「
被
害
の

件
数
、
金
額
の
把
握
は
難
し

い
」
と
指
摘
。
誤
送
信
し
た
証

券
会
社
の
社
名
も
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
。

　

障
害
が
起
き
た
の
は
株
式
の

ほ
か
、
上
場
投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ

Ｆ
）
な
ど
の
売
買
注
文
を
受
け

付
け
る
シ
ス
テ
ム
。
９
日
午
前

７
時
半
す
ぎ
に
発
生
し
、
証
券

会
社
と
つ
な
ぐ
４
回
線
の
う
ち

１
本
で
接
続
が
で
き
な
く
な
っ

た
。

　

東
証
は
正
常
に
稼
働
し
て
い

る
３
回
線
を
活
用
す
る
よ
う
証

券
各
社
に
通
知
し
た
が
、
切
り

替
え
が
間
に
合
わ
な
い
事
態
が

相
次
い
だ
。
東
証
の
幹
部
は
、

各
社
へ
の
損
害
賠
償
は
考
え
て

い
な
い
と
し
た
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日
興
証
券
は
顧
客

か
ら
の
買
い
注
文
の
受
け
付
け

を
一
時
的
に
停
止
。
野
村
証
券

は
一
部
の
株
式
注
文
で
東
証
の

シ
ス
テ
ム
に
つ
な
げ
な
い
状
態

が
し
ば
ら
く
続
き
、
大
和
証
券

で
は
予
約
注
文
が
通
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ネ
ッ

ト
証
券
大
手
の
楽
天
証
券
や
マ

ネ
ッ
ク
ス
証
券
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券

な
ど
は
通
常
通
り
営
業
し
、
顧

客
へ
の
影
響
は
な
か
っ
た
と
し

て
い
る
。

　

９
日
の
東
証
１
部
の
出
来
高

は
約
15
億
６
８
０
０
万
株
で
、

平
時
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
だ
っ

た
。

東
証
で
株
式
シ
ス
テ
ム
障
害

大
量
デ
ー
タ
誤
送
信
が
原
因

来
年
世
界
成
長
率
引
き
下
げ

Ｉ
Ｍ
Ｆ   「
貿
易
摩
擦
が
脅
威
」

経
団
連
、就
活
指
針
廃
止

20
年
入
社
世
代
が
最
後

　

米
軍
普
天
間
飛
行
場
（
沖
縄

県
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市
辺
野

古
移
設
反
対
を
訴
え
、
８
月
に

膵
が
ん
の
た
め
67
歳
で
死
去
し

た
翁
長
雄
志
前
沖
縄
県
知
事
の

県
民
葬
が
９
日
、
那
覇
市
で
営

ま
れ
た
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は

式
辞
で
「
（
翁
長
氏
は
）
新
基

　

愛
媛
県
の
中
村
時
広
知
事
は

９
日
、
県
庁
で
記
者
会
見
し
、

学
校
法
人
「
加
計
学
園
」
（
岡

山
市
）
が
運
営
す
る
岡
山
理
科

大
獣
医
学
部
（
愛
媛
県
今
治

市
）
の
新
設
問
題
で
加
計
孝
太

郎
理
事
長
が
安
倍
晋
三
首
相
と

の
面
会
を
改
め
て
否
定
し
た
７

日
の
会
見
に
つ
い
て
「
全
部
ふ

に
落
ち
た
か
と
言
え
ば
そ
う
で

は
な
い
」
と
述
べ
た
。
一
方
で

「
自
ら
会
見
に
臨
ん
だ
こ
と
は

率
直
に
評
価
し
た
い
」
と
し
、

県
に
対
す
る
説
明
責
任
は
果
た

し
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

学
部
新
設
の
プ
ロ
セ
ス
が

　

経
団
連
は
９
日
、
会
長
・
副
会
長
会
議
を
開
き
、
大
手
企
業
の
採
用
面
接
な
ど
の
解
禁
日
を

定
め
た
指
針
を
、
２
０
２
１
年
春
入
社
の
学
生
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
経

団
連
の
現
行
の
指
針
は
大
学
３
年
生
が
該
当
す
る
20
年
入
社
が
最
後
の
世
代
と
な
る
。
就
職
活

動
の
ル
ー
ル
は
１
９
５
３
年
に
政
府
と
大
学
、
産
業
界
が
選
考
日
程
を
申
し
合
わ
せ
た
「
就
職

協
定
」
が
結
ば
れ
て
以
来
、
何
ら
か
の
形
で
示
さ
れ
て
き
た
。
新
た
な
ル
ー
ル
づ
く
り
は
政
府

主
導
に
転
換
し
、
大
学
側
や
経
済
界
も
参
加
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
で
15
日
に
協
議
を
始
め

る
。

自
体
に
反
対
は
し
な
い
」
と
の

考
え
を
示
し
た
。

　

新
卒
の
一
括
採
用
や
終
身
雇

用
な
ど
雇
用
制
度
全
体
の
改
革

に
つ
い
て
は
、
政
府
の
未
来
投

資
会
議
で
議
論
す
る
。
中
西
氏

加
計
氏
説
明「
ふ
に
落
ち
ぬ
」

首
相
面
会
否
定
に
愛
媛
知
事取材に応じる愛媛県の中村時広

知事＝９日午後、松山市

辺
野
古
反
対
の
路
線
継
承

翁
長
氏
県
民
葬
で
玉
城
知
事

「
加
計
あ
り
き
」
だ
っ
た
と
の

疑
念
に
対
し
、
中
村
知
事
は
会

見
で
「
設
置
の
認
可
に
至
る
問

題
は
、
今
後
と
も
説
明
責
任
を

果
た
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
。

学
園
側
に
は
一
層
の
説
明
が
必

要
と
の
認
識
で
、
疑
惑
の
幕
引

き
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

知
事
は
「
県
職
員
の
記
録
自

体
は
誤
り
で
は
な
く
、
県
職
員

が
実
直
に
仕
事
を
し
て
き
た
こ

と
は
実
証
さ
れ
た
」
と
、
県
の

正
当
性
を
あ
ら
た
め
て
主
張
。

加
計
氏
が
県
文
書
を
見
ず
に
会

見
に
出
席
し
た
点
を
「
見
て
い

て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
批
判
し

た
。

　

県
文
書
に
記
載
さ
れ
た
安
倍

首
相
と
の
面
会
を
否
定
し
た
こ

と
に
は
「
根
拠
が
あ
れ
ば
ク
リ

ア
に
な
る
が
、
そ
れ
が
示
せ
な

い
と
、
い
つ
ま
で
も
も
や
も
や

感
は
払
拭
で
き
な
い
」
と
説
明

し
た
。

て
い
る
と
分
析
、
貿
易
摩
擦
を

「
主
要
な
脅
威
」
と
位
置
付
け

た
。
米
国
と
中
国
も
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
ず
つ
下
方
修
正
し
、
そ

れ
ぞ
れ
２
・
５
％
、
６
・
２
％

に
減
速
す
る
と
し
た
。

　

日
本
は
０
・
９
％
の
ま
ま
据

え
置
い
た
。
18
年
は
設
備
投
資

拡
大
な
ど
に
よ
る
景
気
押
し
上

げ
を
踏
ま
え
て
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
引
き
上
げ
、
１
・
１
％
と
し

た
。

　

日
米
欧
に
新
興
国
を
加
え
た

20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
は
11

日
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ

リ
島
で
財
務
相
・
中
央
銀
行
総

裁
会
議
を
開
く
。
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
の
保
護
主
義
的
な
通
商
政

策
の
中
で
、
持
続
的
な
経
済
成

長
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か

が
主
要
議
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
世
界
貿
易
量
の
予

想
も
縮
小
し
、
前
年
比
で
18
年

は
前
回
予
想
か
ら
０
・
６
ポ
イ

ン
ト
低
下
の
４
・
２
％
増
、
19

年
は
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
低
下
の

４
・
０
％
増
と
し
た
。

　

米
中
双
方
が
追
加
関
税
を
課

す
対
象
額
は
計
年
間
３
６
０
０

億
ド
ル
（
約
41
兆
円
）
に
上

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
貿
易
摩
擦
が
拡

大
す
れ
ば
、
世
界
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
最
悪
の
場

合
、
０
・
８
％
以
上
縮
小
す
る

と
試
算
す
る
。
米
国
は
０
・
９

％
以
上
、
中
国
は
１
・
６
％
以

上
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
を

含
む
ユ
ー
ロ
圏
の
実
質
成
長
率

は
19
年
を
１
・
９
％
と
維
持
す

る
一
方
、
18
年
は
２
・
０
％
に

引
き
下
げ
た
。
18
年
の
世
界
全

体
の
成
長
率
も
３
・
７
％
に
下

方
修
正
し
た
が
、
米
国
は
２
・

９
％
、
中
国
は
６
・
６
％
と
い

ず
れ
も
据
え
置
い
た
。

　

新
興
国
に
関
し
て
は
、
米
国

の
利
上
げ
に
よ
る
投
資
マ
ネ
ー

引
き
揚
げ
が
及
ぼ
す
影
響
に
警

戒
感
を
示
し
た
。

　

世
界
経
済
の
先
行
き
懸
念
か

ら
、
連
休
明
け
９
日
の
東
京
株

式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
（
２

２
５
種
）
は
４
営
業
日
続
落
。

終
値
は
前
週
末
比
３
１
４
円
33

銭
安
の
２
万
３
４
６
９
円
39
銭

と
３
週
間
ぶ
り
の
安
値
水
準
だ

っ
た
。
東
証
株
価
指
数
（
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
は
31
・
53
ポ
イ
ン
ト

安
の
１
７
６
１
・
12
。

始
ま
り
、
４
年
生
の
６
月
に
採

用
面
接
、
同
10
月
に
内
定
が
そ

れ
ぞ
れ
解
禁
さ
れ
る
。
今
月
15

日
に
開
く
連
絡
会
議
は
官
房
副

長
官
補
が
議
長
を
務
め
、
文
部

科
学
省
や
厚
生
労
働
省
な
ど
で

構
成
。
経
団
連
事
務
総
長
と
就

職
問
題
懇
談
会
座
長
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
加
わ
る
。

　

指
針
に
つ
い
て
は
経
団
連
に

加
盟
し
て
い
な
い
新
興
企
業
や

外
資
系
企
業
が
先
行
し
て
採
用

に
動
く
こ
と
も
多
く
、
人
材
獲

得
競
争
の
上
で
不
公
平
感
が
強

い
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
中
西

氏
は
９
月
の
記
者
会
見
で
指
針

を
廃
止
し
た
い
意
向
を
示
し
て

い
た
。

那
覇
市
で
営
ま
れ
た
翁
長
雄
志
前

沖
縄
県
知
事
の
県
民
葬
＝
９
日
午

後 地
の
阻
止
に
取
り
組
み
、
沖
縄

の
民
意
を
訴
え
続
け
多
く
の
共

感
を
得
た
。
県
民
は
遺
志
を
引

き
継
ぐ
」
と
述
べ
、
辺
野
古
反

対
の
路
線
継
承
を
改
め
て
表
明

し
た
。
安
倍
晋
三
首
相
は
、
沖

縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
意
欲
を

示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

玉
城
氏
は
県
民
葬
の
後
、
宮

腰
光
寛
沖
縄
北
方
相
と
県
庁
で

会
談
し
、
辺
野
古
移
設
に
反
対

す
る
考
え
を
表
明
し
た
。
普
天

間
飛
行
場
の
県
外
移
設
と
早
期

返
還
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
な
見
直
し
や
輸
送
機
オ
ス
プ

レ
イ
の
配
備
撤
回
を
求
め
る
要

望
書
も
手
渡
し
た
。
知
事
就
任

以
来
、
安
倍
内
閣
の
閣
僚
と
会

う
の
は
今
回
が
初
め
て
。
宮
腰

氏
は
「
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

事
務
方
で
検
討
さ
せ
た
い
」
と

応
じ
た
。

　

県
民
葬
で
玉
城
氏
は
、
新
基

地
阻
止
に
向
け
た
翁
長
氏
の
姿

勢
に
つ
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
手
法

を
駆
使
し
た
」
と
指
摘
し
「
沖

縄
に
米
軍
基
地
が
集
中
し
て
い

る
現
状
を
国
際
社
会
に
訴
え
、

日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め

る
な
ど
、
負
担
軽
減
に
尽
力
し

た
」
と
功
績
を
た
た
え
た
。

　

首
相
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
菅
義

偉
官
房
長
官
が
代
読
し
た
。

「
基
地
負
担
の
軽
減
に
向
け

て
、
一
つ
一
つ
確
実
に
結
果
を

出
す
決
意
だ
。
県
民
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
振
興
、
発
展
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
表

明
し
た
上
で
、
「
沖
縄
が
大
き

な
負
担
を
担
っ
て
い
る
現
状
は

到
底
是
認
で
き
な
い
」
と
し

た
。
「
で
き
る
こ
と
は
全
て
行

う
、
目
に
見
え
る
形
で
実
現
す

る
」
と
の
政
府
方
針
も
明
ら
か

に
し
た
。



談
を
語
る
な
ど
性
暴
力
撲
滅
を

訴
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
中
部
コ
ン
ゴ
（
旧

ザ
イ
ー
ル
）
で
民
兵
ら
に
よ
る

レ
イ
プ
被
害
女
性
ら
の
治
療
に

尽
力
し
て
き
た
男
性
産
婦
人

科
医
デ
ニ
・
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏

（
63
）
と
の
共
同
受
賞
が
決
ま

っ
た
。

　

会
見
で
平
和
賞
の
賞
金
を
何

に
使
う
か
を
問
わ
れ
、
ム
ラ
ド

氏
は
「
50
万
ド
ル
（
約
５
６
０

０
万
円
）
は
（
Ｉ
Ｓ
に
）
捕
ら

わ
れ
た
ヤ
ジ
ド
の
女
性
３
千
人

を
取
り
戻
す
の
に
は
足
り
な

い
。
１
人
（
を
取
り
戻
す
の

に
）
２
万
〜
３
万
ド
ル
か
か
る

の
だ
か
ら
」
と
状
況
の
深
刻
さ

を
訴
え
た
。

　

大
相
撲
の
第
54
代
横
綱
輪
島

で
、
「
黄
金
の
左
」
と
呼
ば
れ

た
左
差
し
の
攻
め
に
よ
り
史
上

７
位
と
な
る
14
度
の
幕
内
優
勝

を
果
た
し
た
輪
島
大
士
（
わ
じ

ま
・
ひ
ろ
し
）
さ
ん
＝
本
名
輪

島
博
＝
が
死
去
し
た
こ
と
が
９

日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
か

っ
た
。
70
歳
。
石
川
県
出
身
。

　

石
川
・
金
沢
高
で
国
体
を
制

し
、
日
本
大
で
２
度
の
学
生
横

綱
に
輝
い
た
。
花
籠
部
屋
に
入

門
し
、
１
９
７
０
年
初
場
所
に

幕
下
付
け
出
し
で
初
土
俵
。
72

年
夏
場
所
で
幕
内
初
優
勝
。
73

年
夏
場
所
後
に
学
生
相
撲
出
身

で
史
上
初
め
て
横
綱
に
昇
進
し

た
。
本
名
を
し
こ
名
に
し
て
最

高
位
に
就
い
た
の
も
初
だ
っ

た
。

　

身
長
１
８
６
セ
ン
チ
、
体
重

１
３
０
キ
ロ
前
後
で
、
肩
幅
が

広
か
っ
た
。
左
差
し
に
加
え
、

右
お
っ
つ
け
も
厳
し
く
、
下
手

投
げ
な
ど
の
取
り
口
は
天
才
的

と
評
さ
れ
た
。

　

２
０
１
５
年
11
月
に
死
去
し

た
第
55
代
横
綱
北
の
湖
と
し
の

ぎ
を
削
っ
て
「
輪
湖
時
代
」
を

築
い
た
。
金
色
の
締
め
込
み
が

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
、
土
俵
外

で
の
派
手
な
言
動
も
関
心
を
集

め
、
大
相
撲
人
気
を
支
え
た
。

通
算
６
７
３
勝
２
３
４
敗
85

休
。
殊
勲
賞
３
回
、
敢
闘
賞
２

回
。

　

１
９
８
１
年
春
場
所
限
り
で

引
退
し
た
後
は
花
籠
親
方
と
な

っ
て
部
屋
を
継
い
だ
が
、
年
寄

名
跡
を
借
金
の
担
保
に
入
れ
た

こ
と
が
発
覚
し
85
年
12
月
に
廃

業
。
プ
ロ
レ
ス
に
転
向
し
て
話

題
と
な
り
、
タ
レ
ン
ト
活
動
を

し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
で
社
会
人
チ
ー
ム
の
監

督
を
務
め
た
り
し
た
。
近
年
は

咽
頭
が
ん
の
手
術
で
発
声
が
困

難
だ
っ
た
。
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■門司港駅、華麗な姿復元

　ＪＲ九州は９日、改修工事のた
め約６年にわたり本駅舎での営業
を取りやめていた門司港駅（北九
州市門司区）が11月10日に営業を
再開するのに先立ち、駅舎の様子
を公開した＝写真。駅舎は1914年
に建築された当時のネオ・ルネサ
ンス様式の華麗な姿に復元され、
新たな観光拠点として集客力増加
への期待がかかる。
　駅舎は中央に門構えの意匠が復
活。ペンキ塗りだった外壁は石張
り風とし、銅やスレートの屋根は
天然の石を使って〝化粧直し〟し
た。みどりの窓口は、旧１、２等
待合室のデザインが再現され、当
時の暖炉も設置された。

■飛騨に秋告げる高山祭開幕

　飛騨地方に秋の訪れを告げる伝
統行事で、国の重要無形民俗文化
財に指定されている「秋の高山
祭」が９日、岐阜県高山市で始ま
った＝写真。金箔や彫刻が施され
た豪華な屋台に約100個のちょう
ちんを飾り、市内を巡る「宵祭」
がハイライト。祭りは10日まで
で、市は２日間に計20万人の人出
を見込んでいる。

（記事・写真は共同）
　

【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
紛
争

時
の
性
暴
力
の
根
絶
を
被
害
者

の
立
場
か
ら
訴
え
、
こ
と
し
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
決
ま

っ
た
イ
ラ
ク
人
女
性
ナ
デ
ィ

ア
・
ム
ラ
ド
氏
（
25
）
は
８

日
、
米
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
記

者
会
見
し
「
（
受
賞
決
定
に
）

驚
い
て
い
る
。
大
変
な
名
誉
で

あ
る
と
同
時
に
、
重
い
責
任
が

伴
う
と
理
解
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
今
後
も
精
力
的
に
活
動
を

続
け
る
意
思
を
強
調
し
た
。

　

ム
ラ
ド
氏
は
女
性
へ
の
性
暴

力
が
「
戦
争
の
武
器
」
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
悲
惨
な
状
況
に

つ
い
て
「
１
個
人
に
与
え
ら
れ

る
一
つ
の
賞
」
で
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
て
、
世
界
各

国
や
国
際
機
関
に
協
力
を
求
め

た
。
状
況
改
善
に
は
「
性
被
害

を
受
け
た
女
性
ら
の
参
加
」
も

重
要
だ
と
語
っ
た
。

　

ム
ラ
ド
氏
は
ク
ル
ド
民
族
少

数
派
ヤ
ジ
ド
教
徒
。
イ
ラ
ク
北

部
の
村
で
過
激
派
組
織
「
イ
ス

ラ
ム
国
」
（
Ｉ
Ｓ
）
に
性
奴
隷

と
し
て
拘
束
さ
れ
生
還
、
体
験
　

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】
米

Ｉ
Ｔ
大
手
グ
ー
グ
ル
は
８
日
、

交
流
サ
イ
ト
「
グ
ー
グ
ル
＋

（
プ
ラ
ス
）
」
を
利
用
し
て
い

た
最
大
50
万
人
の
個
人
情
報
が

外
部
流
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
を
こ
と
し
３
月
に
把
握
し
て

い
た
と
発
表
し
た
。
半
年
余
り

公
表
し
な
か
っ
た
。
社
外
の
開

発
者
が
個
人
情
報
を
閲
覧
で
き

る
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
情

報
の
悪
用
は
確
認
し
て
い
な

い
。
グ
ー
グ
ル
は
こ
の
問
題
を

受
け
、
グ
ー
グ
ル
＋
の
個
人
向

け
サ
ー
ビ
ス
を
来
年
８
月
末
ま

で
に
終
了
す
る
。

　

グ
ー
グ
ル
は
公
表
が
遅
れ
た

理
由
に
つ
い
て
、
情
報
が
悪
用

さ
れ
た
証
拠
が
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
挙
げ
た
。
た
だ
、
米
紙

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
電
子
版
は
８
日
、
関
係

者
の
話
な
ど
と
し
て
、
グ
ー
グ

ル
に
対
す
る
規
制
強
化
や
企
業

イ
メ
ー
ジ
へ
の
打
撃
を
回
避
す

る
た
め
、
事
実
を
隠
蔽
し
て
い

た
と
報
じ
た
。

　

グ
ー
グ
ル
＋
は
日
本
で
も
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　

３
月
は
米
交
流
サ
イ
ト
大
手

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
会
員
５
千

万
人
の
情
報
が
英
政
治
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
不
正
に
使

わ
れ
た
と
さ
れ
る
問
題
が
発
覚

　　

北
海
道
は
９
日
、
９
月
６
日

未
明
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
る

断
水
が
全
て
解
消
し
た
と
発
表

し
た
。
厚
真
町
で
最
後
ま
で
続

い
て
い
た
１
戸
が
復
旧
し
た
。

　

道
に
よ
る
と
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
厚
真
町
、
安
平
町
、

む
か
わ
町
や
札
幌
市
を
中
心

に
、
ピ
ー
ク
時
は
44
市
町
村
の

計
６
万
８
３
３
５
戸
で
発
生
し

て
い
た
。

　
　

　

財
務
省
が
９
日
発
表
し
た
８

月
の
国
際
収
支
速
報
に
よ
る

と
、
海
外
と
の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ

ス
、
投
資
の
取
引
状
況
を
示
す

経
常
収
支
は
１
兆
８
３
８
４
億

円
の
黒
字
だ
っ
た
。
50
カ
月
連

続
の
黒
字
。
黒
字
幅
は
前
年
同

月
に
比
べ
23
・
４
％
減
少
し

た
。

　

経
常
収
支
の
う
ち
、
輸
出
か

ら
輸
入
を
差
し
引
い
た
貿
易
収

支
は
２
１
９
３
億
円
の
赤
字
だ

っ
た
。
輸
出
は
７
・
６
％
増
の

６
兆
６
５
２
６
億
円
、
輸
入
は

17
・
５
％
増
の
６
兆
８
７
１
９

億
円
だ
っ
た
。
原
油
高
に
よ
る

輸
入
額
の
増
加
が
赤
字
の
主
な

要
因
だ
っ
た
。

　

貨
物
輸
送
や
旅
行
に
伴
う
サ

ー
ビ
ス
収
支
は
、
61
億
円
の
赤

字
だ
っ
た
。
西
日
本
豪
雨
で
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
の
伸
び
が

鈍
化
し
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し

グ
ー
グ
ル
、情
報
流
出
の
恐
れ

最
大
50
万
人
、半
年
非
公
表

元
横
綱 

輪
島
さ
ん
死
去

 

70
歳
　
優
勝
14
度
、輪
湖
時
代
築
く

「
重
い
責
任
」感
じ
活
動
継
続

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
ム
ラ
ド
氏

輪島大士さん

８
日
、
米
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
決
定
に
つ
い
て
記

者
会
見
す
る
ナ
デ
ィ
ア
・
ム
ラ
ド
氏

し
た
時
期
で
、
米
議
会
で
は
膨

大
な
個
人
情
報
を
抱
え
る
Ｉ
Ｔ

企
業
へ
の
規
制
強
化
を
め
ぐ
る

議
論
が
活
発
化
し
て
い
た
。

　

同
紙
に
よ
る
と
、
グ
ー
グ
ル

内
部
で
は
、
今
回
の
問
題
が
規

制
当
局
の
関
心
を
引
い
て
し
ま

う
な
ど
と
し
て
公
表
し
な
い
方

針
が
決
ま
っ
た
。
ピ
チ
ャ
イ
最

高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は

こ
の
決
定
に
関
与
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
事
後
報
告
を
受
け

た
。

　

グ
ー
グ
ル
に
よ
る
と
、
外
部

の
開
発
者
が
閲
覧
で
き
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
の
は
、
利
用
者

の
名
前
や
住
所
、
年
齢
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
性
別
、
職
業
。

こ
と
し
３
月
に
欠
陥
に
気
付

き
、
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し

た
。

　

グ
ー
グ
ル
は
２
０
１
１
年
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
対
抗
し
て

グ
ー
グ
ル
＋
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
が
、
利
用
が
低
迷
し
て

い
た
。

　

日
本
と
、
タ
イ
な
ど
メ
コ
ン

川
流
域
５
カ
国
は
９
日
午
前
、

日
本
・
メ
コ
ン
地
域
諸
国
首
脳

会
議
を
東
京
・
迎
賓
館
で
開
い

た
。
安
倍
晋
三
首
相
が
自
ら
推

自由なインド洋実現へ貢献
日メコン首脳が新指針

進
す
る
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
に
意
欲

を
表
明
。
首
相
構
想
へ
の
貢
献

の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
人

材
育
成
へ
の
支
援
、
環
境
保
全

分
野
で
の
連
携
な
ど
を
今
後
の

協
力
の
柱
と
す
る
新
指
針
を
採

択
し
た
。
北
朝
鮮
に
非
核
化
へ

具
体
的
行
動
を
取
る
よ
う
求
め

る
考
え
も
明
記
し
た
。

　

首
相
は
会
議
後
の
共
同
記
者

発
表
で
、
メ
コ
ン
諸
国
の
産
業

発
展
へ
今
後
３
年
間
、
３
万
人

規
模
の
人
材
育
成
を
進
め
る
と

表
明
。
新
指
針
の
実
現
を
通
じ

て
「
（
メ
コ
ン
諸
国
の
）
持
続

可
能
な
成
長
と
豊
か
で
繁
栄
す

る
未
来
を
実
現
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

　

「
東
京
戦
略
２
０
１
８
」
と

銘
打
っ
た
新
指
針
で
は
、
法
の

支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ

た
秩
序
を
強
化
す
る
努
力
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム

の
海
上
保
安
能
力
育
成
な
ど
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
実
施

を
明
記
。
「
自
由
で
開
か
れ
た

イ
ン
ド
太
平
洋
」
の
実
現
は
メ

コ
ン
諸
国
に
と
っ
て
「
大
き
な

利
益
を
得
る
地
理
的
優
位
性
を

有
し
て
い
る
」
と
訴
え
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
メ
コ
ン

諸
国
に
つ
い
て
、
中
国
や
イ
ン

ド
、
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
と
い

っ
た
「
新
興
の
巨
大
市
場
を
連

結
す
る
」
重
要
地
域
と
指
摘
。

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
と
し
た
。

　

南
シ
ナ
海
問
題
に
関
し
て

は
、
中
国
の
軍
事
拠
点
化
を
念

頭
に
「
懸
念
に
留
意
す
る
」
と

し
た
。
北
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
っ

て
は
、
米
朝
協
議
な
ど
に
つ
い

て
「
北
朝
鮮
の
諸
懸
案
の
包
括

的
解
決
に
向
け
た
一
歩
」
と
歓

迎
。
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に

よ
る
制
裁
決
議
の
完
全
履
行
の

重
要
性
を
確
認
し
た
。

　

首
脳
会
議
は
ベ
ト
ナ
ム
と
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
も
参
加
し
て
09
年
か
ら
毎

年
開
催
。
日
本
で
の
開
催
は
３

年
ぶ
り
と
な
る
。

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

海
外
か
ら
の
収
益
動
向
を
示

す
第
１
次
所
得
収
支
の
黒
字
額

は
、
１
・
８
％
増
の
２
兆
２
８

９
１
億
円
。
海
外
投
資
で
生
じ

た
配
当
金
や
債
券
の
利
子
が
増

え
た
こ
と
な
ど
が
寄
与
し
た
。

　

財
務
省
は
国
際
収
支
速
報
の

旅
行
収
支
に
つ
い
て
、
８
月
分

か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
で
訪
れ
た
外

国
人
旅
行
者
の
消
費
額
を
新
た

に
盛
り
込
ん
だ
と
発
表
し
た
。

経
常
黒
字
１
兆
8384
億
円

８
月
、50
カ
月
連
続
の
黒
字

北
海
道
の
断
水
全
て
解
消

浄
水
場
や
配
水
管
損
傷

日本・メコン地域諸国首脳会議後の共同記者発表に臨む安倍首相
（左から３人目）と各国首脳＝９日午前、東京・元赤坂の迎賓館



　

日
本
テ
レ
ビ
系
の
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
番
組
「
火
曜
サ
プ
ラ
イ

ズ
」
（
火
曜
夜
）
で
10
月
か
ら

新
た
に
司
会
を
務
め
る
。
英
国

留
学
を
発
表
し
た
ウ
エ
ン
ツ
瑛

士
の
後
任
で
、
新
司
会
者
の
一

人
に
ヒ
ロ
ミ
と
共
に
選
ば
れ

た
。

　

２
０
０
６
年
の
入
社
以
来
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
多
く
の

番
組
で
活
躍
し
て
き
た
が
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
は
初
め
て
。
「
火
曜
サ
プ
ラ

イ
ズ
と
い
え
ば
、
楽
し
い
ロ

ケ
！　

た
く
さ
ん
の
ロ
ケ
に
参

加
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
披

露
。
「
ま
だ
知
ら
な
い
街
や
す

て
き
な
お
店
、
ゲ
ス
ト
の
方
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情
に
出
合

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

番
組
は
来

春
、
10
周
年
を

迎
え
る
。

　

「
番
組
が
次

の
10
年
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に

全
力
で
取
り
組

み
ま
す
」
と
熱

く
語
っ
て
い

る
。

　

【
プ
ロ
フ
ィ

ル
】　

あ
お

き
・
げ
ん
た　

１
９
８
３
年
５

月
生
ま
れ
、
大

阪
府
出
身

2018年（平成30年）10月10日（水曜日）5 文化・芸能 （記事・写真は共同）

　

文
壇
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
芥

川
賞
受
賞
作
「
コ
ン
ビ
ニ
人

間
」
の
刊
行
か
ら
約
２
年
。
村

田
沙
耶
香
さ
ん
の
待
望
の
受
賞

後
第
１
作
は
、
こ
れ
ま
で
の
作

品
で
描
い
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
を
凝
縮
さ
せ
た
会
心
の

作
だ
。

　

「
受
賞
後
は
、
健
康
で
い
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
な
状
態
が
半

年
ぐ
ら
い
続
い
て
、
書
き
た
い

こ
と
が
た
ま
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
ね
。
欲
張
り
な
幕
の
内
弁

当
の
よ
う
な
作
品
に
な
り
ま
し

た
」

　

主
人
公
は
、
自
分
を
魔
法
少

女
だ
と
思
っ
て
い
る
奈
月
。
家

庭
で
は
母
親
ら
か
ら
疎
ま
れ
、

塾
で
は
先
生
の
性
的
な
言
動
に

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
奈

月
に
と
っ
て
の
生
き
る
希
望

は
、
秘
密
を
共
有
す
る
い
と
こ

の
由
宇
と
お
盆
に
父
親
の
郷
里

の
山
里
で
会
う
こ
と
だ
が
、
あ

る
騒
動
を
機
に
２
人
は
引
き
離

さ
れ
て
し
ま
う
。

　

「
女
の
子
は
た
ぶ
ん
誰
も

が
、
性
と
は
何
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
、
電
車
で
痴
漢
に
遭
っ
た

り
、
性
器
を
見
せ
ら
れ
た
り
と

い
う
体
験
を
す
る
」
。
自
身
が

少
女
期
に
類
似
の
体
験
を
し
た

際
、
と
っ
さ
に
「
殺
さ
れ
る
」

と
感
じ
た
と
い
う
。
「
子
ど
も

が
大
人
に
ど
れ
ほ
ど
命
を
握
ら

れ
た
存
在
か
を
、
一
度
徹
底
し

て
書
い
て
お
き
た
か
っ
た
」

　

成
長
し
た
奈
月
は
、
性
交
し

て
子
を
産
む
「
工
場
」
の
「
部

品
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ひ
そ
か
に
性
の
な
い
婚
姻
関
係

を
結
ぶ
。
し
か
し
両
家
の
親
ら

「
地
球
星
人
」
が
そ
の
こ
と
に

気
付
き
、
追
及
の
手
を
強
め
る

中
、
自
分
た
ち
は
宇
宙
人
だ
と

気
付
い
た
夫
婦
は
「
生
き
延

び
」
る
た
め
の
行
動
に
出
る
。

　

作
品
世
界
を
貫
く
の
は
、
養

蚕
の
イ
メ
ー
ジ
だ
。
「
マ
ン
シ

ョ
ン
や
家
が
び
っ
し
り
並
び
、

そ
の
中
で
子
を
産
み
、
育
て
る

様
子
は
、
違
う
生
き
物
か
ら
見

れ
ば
、
蚕
と
似
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
」
。
価
値
観
を
反
転
さ

せ
る
ま
な
ざ
し
を
通
し
て
読
み

手
の
〝
良
識
〞
を
揺
さ
ぶ
り
つ

つ
、
す
っ
と
ん
き
ょ
う
な
ユ
ー

モ
ア
で
笑
い
を
誘
う
村
田
ワ
ー

ル
ド
に
も
い
っ
そ
う
磨
き
が
か

か
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
３
年
に
デ
ビ
ュ
ー

ー
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
仕
事
も
続
け
て
き
た
が
、

こ
と
し
か
ら
つ
い
に
作
家
専
業

に
な
っ
た
。
家
に
い
る
と
ゲ
ー

ム
「
ど
う
ぶ
つ
の
森
」
に
興
じ

て
し
ま
う
の
で
、
今
作
は
出
版

社
内
の
場
所
を
借
り
て
執
筆
し

た
と
い
う
。

　

「
最
近
、
仕
事
部
屋
を
借
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
筆
が
進
む
よ

う
に
な
れ
ば
、
私
に
と
っ
て

す
ご
く
大
き
な
変
化
で
す
」

（
「
地
球
星
人
」
は
新
潮
社
・

１
７
２
８
円
）

　

10
月
の
東
京
・
歌
舞
伎
座

「
芸
術
祭
十
月
大
歌
舞
伎
」

は
、
２
０
１
２
年
に
亡
く
な
っ

た
十
八
代
目
中
村
勘
三
郎
の
七

回
忌
追
善
公
演
。
故
人
に
ゆ
か

り
の
演
目
が
並
ぶ
。

　

昼
の
部
「
佐
倉
義
民
伝
」
に

主
演
す
る
の
は
、
１
月
に
襲
名

し
た
松
本
白
鸚
。
「
彼
の
追
善

に
出
る
こ
と
に
な
る
と
は
」
と

57
歳
で
死
去
し
た
故
人
を
改
め

て
し
の
ぶ
。

　

「
佐
倉
義
民
伝
」
は
実
話
が

題
材
で
、
領
主
の
悪
政
に
苦
し

む
農
民
を
救
お
う
と
、
佐
倉
の

名
主
木
内
宗
吾
が
将
軍
徳
川
家

綱
に
直
訴
す
る
。
歴
代
勘
三
郎

が
座
元
を
務
め
た
中
村
座
で
江

戸
後
期
に
初
演
さ
れ
、
十
八
代

目
も
生
前
演
じ
た
こ
と
が
あ

る
。

　

宗
吾
を
白
鸚
が
演
じ
る
の
は

４
回
目
。
「
木
綿
を
着
て
い
る

農
民
が
中
心
で
、
以
前
は
『
木

綿
芝
居
』
と
言
っ
た
も
の
で

す
。
き
ら
び
や
か
な
衣
装
で
楽

し
く
美
し
い
お
芝
居
も
、
こ
の

作
品
も
歌
舞
伎
。
歌
舞
伎
は
幅

広
い
で
す
」

　

有
名
な
の
が
、
宗
吾
が
吹
雪

の
中
、
江
戸
か
ら
村
に
戻
っ
て

直
訴
す
る
覚
悟
を
決
め
、
自
宅

で
家
族
に
別
れ
を
告
げ
る
「
子

別
れ
」
の
場
面
。
「
久
し
ぶ
り

に
奥
さ
ん
や
子
ど
も
と
過
ご
す

の
は
宗
吾
に
と
っ
て
、
う
れ
し

く
楽
し
い
。
つ
ら
く
切
な
い
悲

惨
な
物
語
で
す
が
、
こ
こ
は
演

じ
て
い
て
心
満
た
さ
れ
た
感
覚

に
な
り
ま
す
」

　

直
訴
を
す
れ
ば
、
捕
ら
え
ら

れ
処
刑
さ
れ
る
。
「
こ
の
先
、

も
う
二
度
と
は
な
い
家
族
と
の

時
間
。
極
限
の
中
で
感
じ
る
家

族
の
き
ず
な
。
私
自
身
も
そ
う

で
す
が
、
宗
吾
ほ
ど
の
状
況
で

な
く
て
も
、
そ
れ
に
近
い
経

験
、
感
覚
は
観
客
の
皆
さ
ん

も
、
実
生
活
で
お
あ
り
で
し
ょ

う
」

　

勘
三
郎
を
本
名
（
哲
明
）
か

ら
「
の
り
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ぶ
。

そ
の
次
男
七
之
助
が
妻
お
さ

ん
、
長
男
勘
九
郎
が
家
綱
を
演

じ
る
。
「
の
り
ち
ゃ
ん
は
芝
居

は
う
ま
く
、
天
才
だ
っ
た
。
息

子
さ
ん
２
人
も
立
派
に
成
長
し

ま
し
た
ね
」

　

地
球
上
に
生
命
が
誕
生

し
て
か
ら
約
40
億
年
、
生

き
物
は
絶
滅
や
進
化
を
繰

り
返
し
て
き
た
。
特
に
、

火
山
の
爆
発
や
隕
石
の
落

下
な
ど
、
環
境
変
化
を
く

ぐ
り
抜
け
生
き
残
れ
た
の

は
「
た
ま
た
ま
難
を
の
が

れ
た
ラ
ッ
キ
ー
な
」
存
在

だ
。

　

美
し
い
色
の
毛
皮
を
目

的
に
狩
猟
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
ブ
ル
ー
バ
ッ

ク
、
食
料
の
草
を
め
ぐ
る

ラ
イ
バ
ル
が
多
く
、
生
存

競
争
に
負
け
て
し
ま
っ
た

ら
し
い
シ
バ
テ
リ
ウ
ム

—
—

。
絶
滅
し
た
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
も
し
こ

う
し
て
い
れ
ば
…
…
と
生

き
残
れ
た
か
も
し
れ
な
い

道
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、

長
い
歴
史
の
中
で
の
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
生
命
の
系
譜

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

出
版
社
の
担
当
者
に
よ

る
と
、
小
学
中
学
年
が
対

た
く
さ
ん
ロ
ケ
に
参
加
し
た
い

ポ
ー
ズ
を
と
る
村
田
沙
耶
香
さ
ん

「
の
り
ち
ゃ
ん
は
す
て
き
な
、
い
い

役
者
で
し
た
」
と
十
八
代
目
中
村
勘

三
郎
を
振
り
返
る
松
本
白
鸚

「
佐
倉
義
民
伝
」
木
内
宗
吾
を
演
じ

る
松
本
白
鸚
＝
松
竹
提
供

極限の中の家族のきずな
松本白鸚「佐倉義民伝」

青
木
源
太

価値を反転させるまなざし
「地球星人」の村田沙耶香さん

「
小
説
家
は
書
き
続
け
て
い
な
い
と

だ
め
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」
と
話
す

村
田
沙
耶
香
さ
ん

た
ま
た
ま
生
き
残
っ
た
だ
け

「わけあって絶滅しました。」
（今泉忠明監修、丸山貴史著）

象
だ
が
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ

ー
に
関
心
の
あ
る
20
〜
30

代
の
女
性
の
ほ
か
、
雑
学

に
興
味
が
あ
る
40
〜
50
代

の
男
性
か
ら
も
好
評
と
い

う
。

　

こ
れ
ま
で
誕
生
し
た
生

命
の
う
ち
99
・
９
％
の
種

が
滅
び
た
一
方
で
、
カ
モ

ノ
ハ
シ
や
シ
ー
ラ
カ
ン
ス

な
ど
、
絶
滅
し
そ
う
で
し

な
い
も
の
も
い
る
。
そ
の

理
由
は
、
強
運
だ
っ
た
と

も
生
き
延
び
る
工
夫
だ
っ

た
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
生

き
る
す
べ
が
詰
ま
っ
て
い

る
。
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

社
・
１
０
８
０
円
）



と
対
戦
す
る
。

前
田
ら
救
援
陣
奮
闘

　

シ
ャ
ン
パ
ン
が
あ
き
、
ド
ジ

ャ
ー
ス
ナ
イ
ン
が
喜
び
を
爆
発

さ
せ
た
。
ロ
バ
ー
ツ
監
督
は

「
こ
こ
ま
で
困
難
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
力
強
く
、

結
束
で
き
た
と
思
う
」
と
誇
っ

た
。

　

救
援
陣
が
踏
ん
張
り
、
劣
勢

を
は
ね
返
し
た
。
五
回
途
中
か

ら
３
投
手
が
無
失
点
で
つ
な

ぎ
、
八
回
に
は
前
田
が
今
季
の

プ
レ
ー
オ
フ
で
初
登
板
を
果
た

す
。
２
死
か
ら
一
、
三
塁
の
ピ

ン
チ
を
招
い
た
が
「
あ
そ
こ
は

力
勝
負
だ
と
思
っ
た
。
ラ
ン
ナ
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ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ア
ジ
ア
パ
ラ

大
会
第
４
日
（
９
日
）
陸
上
女

子
走
り
幅
跳
び
（
義
足
な
ど
）

で
世
界
選
手
権
銅
メ
ダ
ル
の
中

西
麻
耶
（
う
ち
の
う
整
形
外

科
）
が
５
メ
ー
ト
ル
44
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

競
泳
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

自
由
形
（
運
動
機
能
障
害
Ｓ

４
）
は
日
本
選
手
団
主
将
の
鈴

木
孝
幸
（
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
）

が
１
分
22
秒
81
で
優
勝
。
男
子

２
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ

ー
（
視
覚
障
害
Ｓ
Ｍ
11
）
は
木

村
敬
一
（
東
京
ガ
ス
）
が
２
分

29
秒
79
で
制
し
、
富
田
宇
宙

（
日
体
大
大
学
院
）
が
２
位
だ

っ
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
（
上
肢
障
害
Ｓ
Ｕ
５
）
は

金
メ
ダ
ル
候
補
の
鈴
木
亜
弥
子

（
七
十
七
銀
行
）
が
リ
ー
グ
戦

初
戦
に
快
勝
。
車
い
す
テ
ニ
ス

は
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
準
々
決
勝

で
国
枝
慎
吾
（
ユ
ニ
ク
ロ
）
、

上
地
結
衣
（
エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
）

が
勝
ち
上
が
っ
た
。
上
地
は
準

決
勝
で
大
谷
桃
子
（
ス
ポ
ー
ツ

ク
ロ
マ
テ
ィ
）
と
対
戦
す
る
。

　

ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
女
子
１
次
リ

ー
グ
で
日
本
は
ラ
オ
ス
を
下
し

４
連
勝
。
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
女
子
で
１
次
リ
ー
グ

Ｃ
組
の
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

６
度
の
試
技
で
は
笑
顔
が
絶
え
な
か

っ
た
。
陸
上
女
子
走
り
幅
跳
び
（
義
足

な
ど
）
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
中
西

は
「
こ
の
優
勝
は
意
味
が
あ
る
。
こ
こ

で
ベ
ス
ト
を
出
せ
る
よ
う
に
練
習
し
て

き
た
」
と
、
３
人
の
日
本
の
ラ
イ
バ
ル

を
退
け
て
の
ア
ジ
ア
一
を
喜
ん
だ
。

　

膝
か
ら
下
の
義
足
で
争
う
Ｔ
64
ク
ラ

ス
は
出
場
選
手
が
少
な
く
、
競
技
は
大

腿
義
足
や
運
動
機
能
障
害
の
選
手
と
混

合
で
実
施
さ
れ
た
。
中
西
は
３
回
目
に

今
季
自
己
最
高
の
５
メ
ー
ト
ル
44
を
マ

ー
ク
。
他
ク
ラ
ス
の
選
手
を
寄
せ
付
け

な
い
跳
躍
で
頂
点
に
立
っ
た
。

　

９
月
は
日
本
パ
ラ
陸
連
主
催
の
合
同

合
宿
に
参
加
せ
ず
、
地
元
の
大
分
で
コ

ー
チ
、
ト
レ
ー
ナ
ー
ら
と
と
も
に
「
チ

ー
ム
中
西
」
で
約
10
日
間
の
合
宿
を
行

っ
た
。
猛
暑
の
中
で
練
習
を
積
み
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
暑
さ
に
対
し
て
も
「
こ
こ

と
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
環
境

で
や
っ
て
き
た
」
と
タ
フ
だ
っ
た
。

　

昨
年
の
秋
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
出
演

し
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
も
務
め

た
。
33
歳
に
な
り
「
い
ろ
い
ろ
な
物
の

見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
視

野
が
広
が
っ
た
こ
と
も
競
技
に
生
き
て

い
る
。

　

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
位
。
昨
年
の

世
界
選
手
権
は
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
「
６
メ
ー
ト
ル
が
具
体
的
に
見
え

て
き
た
」
と
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
世
界
記

録
６
メ
ー
ト
ル
01
の
更
新
も
視
野
に
入

れ
る
。
２
年
後
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
「
リ
オ
に
比
べ
て
別
世
界
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
る
か
も
」
と
い
う
予

感
が
あ
る
。

　
　

　

【
ア
ト
ラ
ン
タ
共
同
】
米
大

リ
ー
グ
の
プ
レ
ー
オ
フ
は
８

日
、
ア
ト
ラ
ン
タ
な
ど
で
ア
、

ナ
両
リ
ー
グ
の
地
区
シ
リ
ー
ズ

（
５
回
戦
制
）
が
行
わ
れ
、
第

４
戦
の
ナ
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
（
西

地
区
）
が
ブ
レ
ー
ブ
ス
（
東
地

区
）
を
６
―
２
で
破
っ
て
３
勝

１
敗
と
し
、
３
年
連
続
で
リ
ー

グ
優
勝
決
定
シ
リ
ー
ズ
に
進
ん

だ
。
前
田
は
６
―
２
の
八
回
に

ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
で
今
季
初
登

板
し
、
１
回
を
２
安
打
無
失

点
、
１
三
振
だ
っ
た
。

　

ア
は
第
３
戦
を
迎
え
、
田
中

の
ヤ
ン
キ
ー
ス
（
ワ
イ
ル
ド
カ

ー
ド
）
が
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

（
東
地
区
）
に
１
―
16
で
大
敗

し
、
１
勝
２
敗
と
な
っ
た
。
昨

季
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
覇
者

ア
ス
ト
ロ
ズ
（
西
地
区
）
は
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
ス
（
中
地
区
）
に

11
―
３
で
３
連
勝
し
、
２
年
連

続
の
突
破
を
決
め
た
。

　

７
回
戦
制
の
リ
ー
グ
優
勝
決

定
シ
リ
ー
ズ
は
ナ
が
12
日
、
ア

が
13
日
に
開
幕
し
、
ド
ジ
ャ
ー

ス
は
ブ
ル
ワ
ー
ズ
（
中
地
区
）

ド
ジ
ャ
ー
ス
、ア
軍
が
進
出

ヤ
ン
キ
ー
ス
は
２
敗
目

中
西
、鈴
木
ら
金
メ
ダ
ル

テ
ニ
ス
国
枝
、上
地
は
準
決
勝
へ

ブ
レ
ー
ブ
ス
戦
の
８
回
２
死
一
、
三
塁
、
代
打
デ
ュ
ー
ダ
を
中
飛
に
打
ち
取

り
、
雄
た
け
び
を
上
げ
る
ド
ジ
ャ
ー
ス
・
前
田
＝
ア
ト
ラ
ン
タ

米
大
リ
ー
グ

アジア
パラゲーム
ジャカルタ
2018

今季ベストの跳躍で頂点
６㍍の大台見据える中西

女子走り幅跳び（義足な
ど）で優勝し、歓声に応え
る中西麻耶＝ジャカルタ

国・地域 金 銀 銅 計
1 中国 78 34 29 141
2 韓国 23 21 12 56
3 ウズベキスタン 18 9 4 31
4 日本 17 31 36 84
5 イラン 17 14 18 49
6 インドネシア 8 13 18 39
7 タイ 7 14 20 41
8 マレーシア 7 8 12 27
9 インド 6 9 13 28
10 ベトナム 5 2 9 16

メダル獲得数（９日午後10時現在）

男子200メートル個人メドレー（視覚障害ＳＭ11）で金
メダルを獲得し、表彰式で笑顔を見せる木村敬一（中
央）。左は銀メダルの富田宇宙＝ジャカルタ

北薗
、銅
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

　

柔
道
男
子
81
キ
ロ
級
の
北
薗

新
光
（
ア
ル
ケ
ア
）
は
、
３
位

決
定
戦
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
選
手

を
下
し
て
銅
メ
ダ
ル
。
試
合
直

後
に
は
派
手
な
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

も
飛
び
出
し
「
勢
い
で
や
っ
て

し
ま
っ
た
。
止
め
よ
う
と
思
っ

た
け
ど
、
止
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
」
と
苦
笑
い
を
浮
か
べ
た
。

　

生
ま
れ
つ
き
視
野
が
狭
い
視

覚
障
害
が
あ
り
、
柔
道
歴
は
約

　

競
泳
男
子
の
エ
ー
ス
木
村
が

２
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド
レ

ー
（
視
覚
障
害
Ｓ
Ｍ
11
）
で
一

つ
目
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し

た
。
今
春
に
活
動
の
ベ

ー
ス
を
米
国
に
移
し
、

新
た
な
環
境
で
実
力
を

磨
く
。
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
メ
ダ
ル
四
つ
を

獲
得
し
た
が
、
金
は
ゼ

ロ
。
「
新
し
い
刺
激
が

ほ
し
い
」
と
心
機
一
転

し
、
２
年
後
の
２
０
２

０
年
東
京
大
会
へ
照
準

を
合
わ
せ
る
。

　

拠
点
を
置
く
米
国
の

大
学
で
は
、
リ
オ
大
会

で
し
の
ぎ
を
削
っ
た
ス

ナ
イ
ダ
ー
（
米
国
）
を
育
て
た

コ
ー
チ
に
師
事
。
「
金
メ
ダ
リ

ス
ト
っ
て
ど
ん
な
練
習
を
し
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」
。
答
え
を
求

め
、
単
身
武
者
修
行
に
出
た
。

　

こ
の
日
の
レ
ー
ス
で
は
、
前

日
の
１
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形

で
屈
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
富
田
に

雪
辱
。
飛
び
込
み
後
に

隣
の
コ
ー
ス
に
は
み
出

す
ミ
ス
を
犯
し
な
が

ら
、
そ
こ
か
ら
挽
回
。

平
泳
ぎ
に
入
っ
て
か
ら

猛
烈
に
追
い
上
げ
た
。

タ
イ
ム
が
伸
び
ず
に
表

情
は
さ
え
な
か
っ
た
が

「
ま
ず
は
形
に
残
る
も

の
が
一
つ
で
き
た
」
と

う
な
ず
い
た
。

　

今
大
会
は
個
人
６
種

目
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
目

標
は
「
金
メ
ダ
ル
と
自

己
ベ
ス
ト
の
更
新
」
と

明
確
だ
。

　

東
京
大
会
の
試
金
石
と
な
る

ア
ジ
ア
の
大
舞
台
で
、
成
長
し

た
姿
を
示
し
た
い
。

８
年
。
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

73
キ
ロ
級
で
５
位
に
入
っ
た
。

今
大
会
は
金
メ
ダ
ル
を
目
標
に

し
て
い
た
だ
け
に
「
反
省
し
な

い
と
い
け
な
い
。
日
本
に
帰
っ

て
稽
古
に
励
み
た
い
」
と
奮
起

し
た
。

伊
藤
竜
、好
記
録
で
金

　

陸
上
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

（
車
い
す
Ｔ
52
）
の
伊
藤
竜
也

（
新
日
本
工
業
）
が
18
秒
05
の

好
記
録
を
マ
ー
ク
し
、
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
。
「
記
録
が
出
て

良
か
っ
た
。
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
た
」
と
喜

ん
だ
。
も
と
も
と
長
距
離
種
目

陸
上

柔
道

リ
ー
グ   

９
日

セ岡本が２連発　

巨人が終盤に突き放して快勝した。岡本が４―４の七回に勝
ち越しソロ、八回には33号２ランと２打席連続本塁打を放っ
た。九回は菅野が三者凡退で締めた。阪神はしぶとい攻撃で六
回に追い付いたが、救援陣が崩れた。

25回戦最終戦　巨人16勝８敗１分け　18時00分　甲子園
畠９試合２勝
桑原61試合５勝３敗
岡本32号①（桑原）＝７回、岡本33号②（望月）＝８回

勝
敗
本

阪　神 巨　人４ ー ９

巨　人　００２　０２０　２３０　９
阪　神　１００　０１２　０００　４

広　島
ヤクルト
巨　人
ＤｅＮＡ
中　日
阪　神

143
143
143
142
142
141

82
75
67
67
63
60

59
66
71
73
77
79

2
2
5
2
2
2

.582

.532

.486

.479

.450

.432

優勝
7.0
13.5
14.5
18.5
21.0

チーム 試 勝 敗 分 率 差

西　武
ソフトＢ
日本ハム
オリックス
ロッテ
楽　天

143
143
141
143
140
142

88
82
72
65
59
57

53
60
66
73
78
82

2
1
3
5
3
3

.624

.577

.522

.471

.431

.410

優勝
6.5
14.5
21.5
27.0
30.0

チーム 試 勝 敗 分 率 差

セ

パ

ＤｅＮＡは４位

ＤｅＮＡは快勝したものの、巨人の勝利により４位が決定し
た。四回に嶺井の２点二塁打などで３点を先行し、五回にはソ
トが41号ソロを放った。三嶋が７勝目、山崎が37セーブ目を挙
げた。ヤクルトは連勝が６で止まった。

25回戦最終戦　ヤクルト15勝10敗　18時00分　神宮
三嶋59試合７勝２敗
山崎57試合２勝４敗37Ｓ
館山５試合４敗
ソト41号①（カラシティー）＝５回、大引５号①（砂田）
＝６回

ヤクルト ＤｅＮＡ１ ー ４

ＤｅＮ　０００　３１０　０００　４
ヤクル　０００　００１　０００　１

勝
Ｓ
敗
本

ー
を
た
め
る
よ
り
も
」
と
メ
ジ

ャ
ー
通
算
１
５
２
本
塁
打
の
代

打
デ
ュ
ー
ダ
を
中
飛
に
。
九
回

は
抑
え
の
ジ
ャ
ン
セ
ン
が
３
人

で
片
付
け
た
。

　

昨
季
わ
ず
か
に
届
か
な
か
っ

た
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
制
覇
に

前
進
し
た
。
監
督
は
「
ま
だ
や

る
べ
き
こ
と
は
残
っ
て
い
る
。

あ
と
８
勝
だ
」
と
頂
点
を
見
据

え
た
。
前
田
は
「
（
先
発
投
手

が
）
み
ん
な
頑
張
っ
て
く
れ
る

し
、
野
手
も
点
を
取
っ
て
く
れ

る
し
、
す
ご
く
い
い
流
れ
」
と

手
応
え
を
語
っ
た
。

に
勝
ち
２
勝
２
敗
と
し
た
。
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

１
次
リ
ー
グ
は
日
本
が
２
連

勝
。
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
は
児
島

久
雄
、
山
外
芳
敬
（
と
も
に
兵

庫
車
椅
子
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
ク

ラ
ブ
）
が
い
ず
れ
も
１
勝
１
敗

だ
っ
た
。

男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
自
由
形
（
運

動
機
能
障
害
Ｓ
４
）
で
優
勝
し
、
歓

声
に
応
え
る
鈴
木
孝
幸
＝
ジ
ャ
カ
ル

タ

エース木村、まずは１冠
新たな環境で実力磨く に

取
り
組
ん
で
い
た
が
、
暑
さ

に
弱
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
短

距
離
へ
転
向
。
２
年
弱
で
ア
ジ

ア
を
制
し
た
32
歳
の
車
い
す
ス

プ
リ
ン
タ
ー
は
「
（
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
）
序
章

に
な
る
。
あ
と
１
秒
く
ら
い
記

録
を
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。



　

辰
年
（
た
つ
ど
し
）
生
ま
れ

の
人
の
集
ま
り
「
辰
年
ゆ
か

り
」
の
会
は
11
月
９
日
（
金
）

午
後
７
時
か
ら
、
中
央
ジ
ャ
カ

ル
タ
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
ス
ナ
ヤ
ン
に
あ

る
日
本
料
理
店
「
中
中
家
」
で

懇
親
会
を
開
く
。 

　

同
会
に
は
現
在
１
９
４
０
、

52
、
64
、
76
、
88
年
生
ま
れ
が

在
籍
。
幅
広
い
年
代
の
メ
ン
バ

ー
で
交
流
を
深
め
て
い
る
。 

　

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
出
会
う
同

じ
干
支
の
縁
を
感
じ
、
皆
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
」 

　

問
い
合
わ
せ
は
松
島
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
１
・
１
９

９
２
・
５
６
０
、
メ
ー
ル

yskpdg@
hotm

ail.com

）
ま

で
。 

　

慶
応
義
塾
大
学
の
同
窓
会

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
三
田
会
」
は
10

日
（
水
）
午
後
７
時
か
ら
、
南

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
日
本
料
理
店

「
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
Ｉ　

Ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

ｙ
」
で
、
同
窓
生
が
気
軽
に
集

ま
る
懇
親
会
「
Ｒ
ａ
ｂ
ｕ
×
２

会
（
ラ
ブ
ラ
ブ
会
）
」
を
開

く
。

　

「
飛
び
入
り
も
大
歓
迎
な
の

で
、
卒
業
、
修
了
生
の
皆
さ
ま

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

　

問
い
合
わ
せ
は
青
柳
さ
ん

（
メ
ー
ルcontact@

jakarta-
m
itakai.com

）
ま
で
。

勝
を
飾
っ
た
。

　

ベ
ス
グ
ロ
は
細
川
さ
ん
、
同

時
に
ニ
ア
ピ
ン
も
二
つ
獲
得
し

た
。
ま
た
自
称
３
５
０
ヤ
ー
ド

飛
ば
し
屋
と
い
う
奥
田
さ
ん

が
、
そ
の
飛
距
離
が
見
事
ロ
ン

グ
ホ
ー
ル
で
生
か
さ
れ
イ
ー
グ

ル
を
獲
得
し
た
。

　

プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
と
石
塚

さ
ん
の
壮
行
会
は
カ
ラ
ワ
ン
の

デ
ロ
ニ
ク
ス
・
ホ
テ
ル
内
に
あ

る
日
本
料
理
店
「
酒
菜
」
で
開

い
た
。
石
塚
さ
ん
が
タ
イ
す
き

会
の
発
展
に
尽
く
し
た
５
年
間

の
出
来
事
と
、
当
日
の
メ
ン
バ

ー
の
プ
レ
ー
の
妙
技
の
話
題
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
食
事
会

と
な
っ
た
。

　

タ
イ
す
き
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
は
、
年
に
４
回
、
第
５
日
曜

日
に
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は

石
塚
さ
ん
の
帰
国
も
あ
り
、
１

週
早
め
た
開
催
と
な
っ
た
。
次

回
予
定
日
も
12
月
30
日
と
年

末
で
あ
る
た
め
、
12
月
２
日

（
日
）
午
前
７
時
46
分
か
ら
、

バ
ン
テ
ン
州
南
タ
ン
ゲ
ラ
ン
の

ポ
ン
ド
ッ
ク
チ
ャ
ベ
・
ゴ
ル
フ

＆
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ス
ラ

イ
ド
開
催
す
る
。

　

「
現
在
タ
イ
す
き
会
で
は
新

会
員
を
募
集
中
。
タ
イ
が
好
き

な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

タ
イ
す
き
会
に
興
味
の
あ
る
方

は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
」

　

問
い
合
わ
せ
は
ゴ
ル
フ
幹

事
の
山
本
さ
ん
（
メ
ー
ルapa.

yam
am
oto@

ntt.co.id

）
ま

で
。
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県人会や大学、高校の同窓会、同好会など邦人グループの開催告知や報告を掲載します。情報お待ちしております！
①団体名②開催日時③場所④内容⑤問い合わせ先を記載。告知・募集は180字か240字、開催報告は写真付、480字で。
メールjalanjalan@jkshimbun.com　☎021・230・3830　FAX021・230・3831

情報求む

　

タ
イ
が
好
き
な
人
が
集
ま
る

「
タ
イ
す
き
会
」
は
９
月
23

日
、
第
47
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
、
西
ジ
ャ
ワ
州
カ
ラ
ワ
ン
の

ロ
ー
タ
ス
・
レ
イ
ク
ス
・
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
開
い
た
。
当
日
は

午
後
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
12
人
の
タ
イ
す

き
メ
ン
バ
ー
が
ゴ
ル
フ
の
腕
を

競
い
合
っ
た
＝
写
真
。　

　

今
回
は
５
年
の
駐
在
を
終

え
、
９
月
末
に
日
本
へ
帰
任
し

た
石
塚
さ
ん
の
最
後
の
ゴ
ル
フ

と
な
り
、
石
塚
さ
ん
送
別
コ
ン

ペ
と
、
プ
レ
ー
後
に
は
壮
行
会

を
開
い
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
タ
イ
で

ゴ
ル
フ
の
腕
を
磨
い
た
強
者
が

そ
ろ
い
、
今
回
も
レ
ベ
ル
の
高

い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
と
な
っ
た
。

　

優
勝
者
は
幹
事
の
山
本
さ
ん

で
、
念
願
の
タ
イ
す
き
会
初
優◇タイすき会◇

山
本
さ
ん
が
初
優
勝

12
人
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

懇
親
会
を
開
催

◇
辰
年
ゆ
か
り
の
会
◇

き
ょ
う
ラ
ブ
ラ
ブ
会

◇
ジ
ャ
カ
ル
タ
三
田
会
◇

懇親会

▼立命館大学校友会
　立命館大学校友会は25日
（木）午後７時から、中央ジ
ャカルタにあるグランド・サ
ヒッドジャヤ・ホテル内の日
本料理店「武士道」で定例懇
親会を開催する。
　「立命大、立命高卒業生、
ＡＰＵアジア太平洋大学卒業
生の皆さま、ぜひ参加くださ
い。お待ちしております」
　問い合わせは松島さん（メ
ールyasuki_matsushima@
cmp.co.jp）まで。

ゴルフ

▼伊吹おろしの会
　名古屋大学同窓会「伊吹お
ろしの会」は14日（日）、西
ジャワ州カラワンのロータ
ス・レイクス・ゴルフクラブ

でゴルフ練習会を行う。
　「初参加の方、ゴルフ初心
者の方も大歓迎です。若手か
らベテランまで幅広く在籍し
ています。ＯＢ・ＯＧの方、
ご気軽に参加ください」 　
　問い合わせは八木さん（メ
ールyagi@aica.co.id）まで。
▼エアフォース・サトゥ
　フィリピンにゆかりのある
人、フィリピンをこよなく愛
する人の集まり「エアフォー
ス・サトゥ」は27日（土）、
西ジャワ州デポック市のジャ
ゴラウィ・ゴルフ＆カントリ
ークラブで第４回ゴルフ親睦
会を開く。
　ゴルフ終了後は南ジャカル
タの日本料理店「寿司天国」
で食事会も開く。　
　「食事のみの参加も大歓迎
です。ご連絡をお待ちしてい
ます」

　問い合わせは中下さん（メ
ールace14jly@gmail.com）ま
で。
▼ＴＤＦ
　ゴルフ初心者とインドネシ
ア初心者を応援するテンダー
フットゴルフ（ＴＤＦ）同好
会は28日（日）、バンテン州
タンゲランのポンドック・チ
ャベ・ゴルフで第188回コン
ペを開く。
　同会は生涯自己ベストに対
する改善打数が評価で、初心
者でも優勝できるチャンスが
大きい。最多スイング数の人
や、ロストボールの多い人に
も初心者を応援する同会なら
ではの賞がある。
　「参加者を募集していま
す。どうぞお気軽にご連絡く
ださい」
　申し込み、問い合わせ
は 同 会 事 務 局 （ メ ー ル

tenderfootgolfcompe@gmail.
com）まで。

催し

▼昭和の女子会
　インドネシアで明るく楽し
く頑張る女性の会「昭和の
女子会」は27日（土）～28日
（日）、１泊２日で恒例の秋
の遠足を実施する。行き先は
ジャカルタから飛行機で１時
間程の海の楽園、ブリトゥン
島。
　定員になり次第締め切る。
　「遠足前後には旅情をかき
立てる『昭和の女子会』なら
ではのオリジナルイベントも
開催。２倍も３倍も楽しめる
特別な遠足です」
　申し込み、問い合わせは
亜子さん（携帯0811・133・
2415、メールluznooba@gmail.
com）まで。

　ぼくは、夏休みにバンドン日本
人学校でサマースクールがあっ
て、バンドンに行きました。
　バンドンでは、カレーづくり
や、フォトフレームづくり、きも
だめし、あと、いちばんたのしか
ったのは、レクレーション大会で
す。玉入れや、つなひきや、リレ
ーなどいっぱいありました。

　ぼくは、赤チームでした。さい
しょのほうは、かってたけど、あ
とのほうは、白チームがかってい
ました。まけたけど、たのしかっ
たです。
　二ばん目にたのしかったのは、
きもだめしです。ちょっとこわか
ったけど、二回行きました。うし
ろからびっくりさせられました。
　バンドンは、ジャカルタとくら
べては、小さい学校だけど、たの
しかったのでまた行きたいです。

バンドン
小学部２年３組
土川　こ人ろう

　きょ年のふゆ休みに、家ぞくで
ロンボクとうへ行きました。
　ロンボクとうのホテルでは、プ
ールのすべりだいであそんだり、
ビーチで小さなカニをつかまえた
り、ウミガメを海にはなしたりし
てすごしました。
　いちばんこころにのこったの
は、ギリとうまでボートで行くと

中、シュノーケリングをしたこと
です。とてもふかいところでおよ
いだので、こわかったですが、黄
色とくろのしまもようの魚たち
や、ピンク色のイソギンチャクを
見ることができ、海の中はりゅう
ぐうじょうみたいにきれいでし
た。
　今年のふゆ休みは、バリとうに
行くので、またシュノーケリング
をやってみたいです。こんどは、
もっと長くもぐれるようにがんば
ります。

ロンボクとう
小学部２年３組
中川　万里那

　ぼくはレバランの休みに、おじ
いちゃん、おばあちゃんとぼくの
家族でマナド島へ行きました。マ
ナドの海は世界で一番美しいと聞
いて行く前からずっと楽しみにし
ていました。
　ぼくは、マナド島で心に残った
ことが三つあります。一つ目は、
船の横から急に親子のイルカが出
てきたことです。後たくさんのイ

ルカが近くを泳いでうんちをして
いるイルカもいました。二つ目は
スノーケリングをした時に九匹の
カメとサメを実際に見たことで
す。サメは人を食べない優しいサ
メときいて安心しました。三つ目
は、四人の友人に出会ったことで
す。同じ学校の友達二人と、シン
ガポールからきている日本人でし
た。次はぼくが大人になって両親
とおじいちゃんおばあちゃんを旅
行に連れていく番だと思いまし
た。

マナド島の思い出
小学部４年３組
上村　翔和

　わたしは、体育祭のリレーの選
手になりたいです。
　そのために、どうすれば走り
が、うまくなるのかが、分かりま
せん。
　だから、友達に、教えてもらっ
たり、足が速い人にコツを教わっ
たりしていました。
　でも、足が速くなることはな
く、とまどっていたのであきらめ

ようと思いました。
　足がおしりの所までこなかった
り、前に体重がかかりすぎて、前
にたおれたりする失敗が、数多く
ありました。
　でも、そこであきらめたら、も
うリレー選手になれないので、あ
きらめないで速く走る走り方を自
分で考えて、体育祭で一位を取り
たいです。
　そして青組をゆう勝させたいで
す。
　がんばります。

走り方
小学部４年３組
松方　彩音

　ぼくは、今までテニスの試合に
出たことがありません。理由は、
負けるのがいやだったからです。
　ある日、アパートでレッスンを
受けた時、コーチから「試合に出
て経験を積むべきだ。」と、言わ
れました。そこで、ぼくは十一月
のダブルスの試合に出ることに決
めました。

　まずはペアをみつけることから
始めました。そして二人で練習し
ます。練習は、一人でやる時より
もつらかったです。でも、たくさ
ん練習して、ベスト３に入りたい
です。そのためには、ペアとの連
携プレーや、声を出してよく動い
て、相手が打ってきたボールを打
ち返して、点を入れていきたいで
す。
　試合で練習の成果を発揮できる
ように、がんばりたいです。

テニスの練習
小学部５年２組
宮蔭　賢士

（2017年度）（2017年度）



　

関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
と

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
日
本
語
学
科
の

学
生
ら
が
７
日
、
バ
リ
島
の
ク

タ
ビ
ー
チ
で
清
掃
活
動
を
行
っ

た
。
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し

む
人
た
ち
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
日

曜
の
朝
、
海
岸
沿
い
約
２
・
５

キ
ロ
を
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
歩

い
た
。

　

栗
田
匡
相
准
教
授
率
い
る
学

生
18
人
は
約
１
カ
月
か
け
て
、

ウ
ダ
ヤ
ナ
大
学
と
情
報
誌
ア

ピ
・
マ
ガ
ジ
ン
の
協
力
の
も

と
、
バ
リ
島
の
ホ
テ
ル
や
空
港

で
バ
リ
観
光
関
連
産
業
調
査
を

実
施
し
た
。
ビ
ー
チ
清
掃
は
今

回
の
活
動
の
一
環
と
し
て
学
生

自
身
の
発
案
で
行
っ
た
も
の
。

大
量
の
ご
み
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
雨
期
と
異
な
り
、
集
ま
っ
た

ご
み
は
17
キ
ロ
と
少
な
か
っ
た

が
、
清
掃
後
は
活
動
に
協
力
し

た
ご
み
収
集
や
再
生
を
事
業
と
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (9)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 うたコン  「この歌詞がす

ごい！心に響く名曲集」    
08:50 植物に学ぶ生存戦略　話す

人・山田孝之   
09:20 所さん！大変ですよ  「な

ぜか大人気！？超高級マヨ
ネーズの謎」    

09:48 視点･論点   
09:58 ワールドウェザー   
10:00 ニュース   
10:20 旬感☆ゴトーチ！   
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (9)    
11:00 趣味どきっ！  「おひさま

ライフ　第2回」  
11:25 おもてなしの基礎英語   
11:35 テレビで中国語  「第24

課」  
12:00 チャリダー★快汗！サイ

クルクリニック  「乗鞍だ
よ！全員集合！」  

12:25 Asia Insight  （アンコー
ル）「祖国のために描く～
ベトナム」    

12:55 名曲アルバム   
13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 デザインあ　5分版   
13:20 イッピン  選「魔法の土で

　おいしく　快適に～石川
　珪藻土（けいそうど）製
品～」  

13:50 ごごナマ  「おしゃべり日
和」  

14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 BSニュース   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 BSニュース   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 ガッテン！  「うまっ！子

どもが奪い合う新感覚ピー
マン」  

18:15 探検バクモン  「魅惑のラ
ーメン祭り」  

18:45 まいにちスクスク   
18:50 もういちど、日本   
18:58 ワールドウェザー   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋  

「追跡！スルガ銀行問題　
～超低金利時代の“闇”」  

20:25 歴史秘話ヒストリア  「ま
ぼろしのノーベル賞　世界
初！がんを作った男」  

21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2018   
22:35 又吉直樹のヘウレーカ！  

「僕たちの目はいつからつ
いてるの？」  

23:19 NHK映像ファイル　あの
人に会いたい  「桂歌丸
（落語家）」  

23:30 ねほりんぱほりん  <新>
「マッチングアプリにハマ
る人」  

11日
00:00 あの日　わたしは～証言記

録　東日本大震災～   
00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 趣味の園芸　やさいの時間  

太陽のベジ・ガーデン　
#32「タカナ・カラシナ・
大阪シロナ」  

01:10 きょうの健康  「総点検！
目の健康」目がにごる！？
白内障手術の選択  

01:25 きょうの料理  「さつまい
も　大満足レシピ」さつま
いもと豚バラの塩きんぴら  

01:50 きょうの料理ビギナーズ   
01:55 まる得マガジン   
02:00 ごごナマ  「おしゃべり日

和」    
02:55 NHKプレマップ   
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   

　

山
外
さ
ん
は
４
年
前
、
骨
や

軟
骨
、
靭
帯
が
神
経
を
圧
迫
す

る
「
頸
椎
症
性
脊
髄
症
」
を
患

い
、
手
術
の
影
響
で
胸
か
ら
下

を
自
由
に
動
か
せ
な
く
な
っ

た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
、
松
葉

アジア
パラゲーム
ジャカルタ
2018

　

ア
ジ
ア
パ
ラ
ゲ
ー
ム
の
日
本
選
手
団
最
年
長
選
手
の
山
外

芳
敬
（
や
ま
そ
と
・
よ
し
の
り
）
さ
ん
（
77
）
は
９
日
、
ロ

ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
の
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
今
大
会
初
勝
利
を
挙

げ
、
「
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
は
あ
る
。
い
つ
か
は
金
メ
ダ
ル

を
取
れ
る
よ
う
な
す
ご
い
選
手
に
な
れ
れ
ば
」
と
笑
顔
で
語

っ
た
。                         

（
大
野
航
太
郎
、
写
真
も
）

づ
え
を
使
っ
て
歩
く
こ
と
は
で

き
る
が
、
「
お
な
か
に
氷
を
当

て
ら
れ
て
も
気
が
つ
か
な
い
」

状
態
だ
と
い
う
。

　

ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
は
重
心
の

偏
っ
た
約
１
・
６
キ
ロ
の
玉
を

交
互
に
投
げ
、
ど
ち
ら
が
約
30

メ
ー
ト
ル
先
の
目
標
の
近
く
に

置
け
る
か
を
競
う
競
技
。
カ
ー

リ
ン
グ
の
よ
う
に
相
手
の
球
を

ど
か
す
戦
略
性
も
あ
る
。

　

山
外
さ
ん
は
13
年
前
か
ら
こ

の
競
技
を
始
め
、
国
際
大
会
に

も
出
場
す
る
腕
前
だ
っ
た
。
障

害
を
持
っ
て
か
ら
は
競
技
用
の

つ
え
を
自
ら
制
作
。
腰
の
自
由

が
効
か
な
く
な
っ
た
分
、
上
半

身
全
体
を
前
に
押
し
出
す
投
げ

方
に
変
え
た
。

　

９
日
は
午
後
３
時
15
分
か
ら

約
２
時
間
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル
タ

ブ
ン
カ
ル
ノ
競
技
場
内
の
会
場

で
、
34
度
の
気
温
の
な
か
香
港

選
手
と
投
げ
合
い
、
21
―
15
で

下
し
た
。
山
外
選
手
は
「
崩
れ

る
と
一
気
に
負
け
て
い
く
競

技
。
メ
ン
タ
ル
を
し
っ
か
り
維

持
で
き
た
」
と
勝
因
を
語
っ

た
。

　

ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
は
２
年
後

の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

正
式
競
技
に
採
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
日
本
で
の
認
知
度
は
低

い
。
山
外
さ
ん
は
「
年
寄
り
は

『
体
が
痛
い
』
っ
て
家
に
こ
も

り
が
ち
。
障
害
者
で
も
、
年
寄

り
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
が
あ

る
ん
だ
か
ら
、
や
り
ま
し
ょ
う

や
ー
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
」

と
元
気
に
語
っ
た
。

　

北
ジ
ャ
カ
ル
タ
区
西
パ
ド
ゥ

マ
ン
ガ
ン
の
グ
ヌ
ン
サ
ハ
リ
川

で
８
日
、
ワ
ニ
が
川
岸
に
い
る

の
を
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
水
道

局
職
員
が
確
認
、
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
写
真
を
投
稿
し

た
。

　

水
道
局
に
よ
る
と
、
全
長

１
・
５
メ
ー
ト
ル
。
２
日
前
ご

ろ
か
ら
同
局
職
員
に
よ
る
目
撃

情
報
が
い
く
つ
か
あ
り
、
８
日

午
前
９
時
半
ご
ろ
、
職
員
２
人

が
発
見
し
た
。
捕
獲
は
し
な
か

自作のつえを使い、玉を投げる山外さん

「まだ伸びしろある」
ローンボウルズ  最年長77歳の山外さん

日
イ
の
学
生
が
ご
み
拾
い

バ
リ
・
ク
タ
ビ
ー
チ

西
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
グ
ロ
ゴ
ル
川

で
体
長
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ワ

ニ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
当
局

が
捕
獲
を
試
み
て
い
た
が
、
成

功
し
な
か
っ
た
。（

上
村
夏
美
）

っ
た
。

　

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
６
月
に
も

北
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
ワ
ニ

全
長
１
・
５
メ
ー
ト
ル

　

国
立
大
学
学
長
協
会
（
Ｍ
Ｐ

Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｉ
）
は
４
日
、
地
震
・

津
波
で
キ
ャ
ン
パ
ス
が
被
災

し
、
休
講
状
態
が
続
い
て
い
る

中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
パ
ル
市
の

国
立
タ
ド
ゥ
ラ
コ
大
学
の
学
生

を
、
全
国
の
38
大
学
で
受
け
入

れ
る
と
発
表
し
た
。

　

38
大
学
は
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
（
Ｉ
Ｔ
Ｂ
、
西
ジ
ャ
ワ
州
）

や
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
（
ジ
ョ
ク

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
）
な
ど
。

タ
ド
ゥ
ラ
コ
大
学
の
学
生
は
、

申
請
す
れ
ば
、
避
難
先
な
ど
の

希
望
す
る
大
学
で
受
講
で
き
、

取
得
し
た
単
位
も
認
定
す
る
と

い
う
。           

（
木
村
綾
）

被
災
学
生
を
受
け
入
れ

全
国
38
大
学

発見された全長1.5メートルのワニ＝ジャカル
タ特別州水道局の公式インスタグラム

海岸清掃を行った学生たち＝アピ・マ
ガジン提供

し
て
い
る
エ
コ
バ
リ
社
か
ら
分

別
に
関
す
る
説
明
を
聞
い
た
。

　

３
年
生
の
岩
崎
桃
子
さ
ん
は

「
ご
み
を
拾
っ
て
い
る
と
声
を

か
け
て
く
る
人
が
い
た
の
で
、

一
般
の
人
を
巻
き
込
む
工
夫
が

で
き
れ
ば
も
っ
と
大
き
な
力
に

な
る
」
と
話
し
た
。
ウ
ダ
ヤ
ナ

大
学
１
年
生
の
ア
デ
ィ
ラ
さ
ん

は
清
掃
活
動
初
体
験
。
「
友
達

と
一
緒
だ
っ
た
の
で
楽
し
く
で

き
た
。
休
日
の
過
ご
し
方
と
し

て
有
意
義
。
参
加
し
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

（
北
井
香
織
）

砂
浜
500
㍍
消
え
た
村

震
源
地
に
近
い
ド
ン
ガ
ラ
県
ト
ン
ペ
村

　

「
地
震
後
１
分
も
せ
ず
に
砂

浜
が
海
に
沈
ん
だ
」
。
中
部
ス

ラ
ウ
ェ
シ
州
ド
ン
ガ
ラ
県
シ

レ
ン
ジ
ャ
郡
ト
ン
ペ
村
の
ノ

サ
ル
・
ベ
バ
ウ
ォ
ウ
ェ
さ
ん

（
65
）
が
た
ば
こ
を
ふ
か
し
な

が
ら
語
る
。
沈
ん
だ
砂
浜
は
海

岸
沿
い
の
南
北
５
０
０
メ
ー
ト

ル
、
海
岸
か
ら
東
の
陸
側
に
25

メ
ー
ト
ル
と
い
う
範
囲
に
及

び
、
最
大
２
メ
ー
ト
ル
沈
下
し

て
い
た
。

　

ト
ン
ペ
村
は
、
国
家
防
災
庁

（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）
発
表
に
あ
る
震

源
地
か
ら
５
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所

に
あ
る
。
28
日
の
地
震
当
日
は

午
後
３
時
ご
ろ
に
も
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
５
・
９
の
地
震

が
あ
っ
た
が
、
建
物
や
砂
浜
が

沈
下
す
る
現
象
は
起
こ
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　

ノ
サ
ル
さ
ん
は
「
最
初
（
午

後
３
時
）
の
地
震
で
村
民
の
ほ

と
ん
ど
は
高
台
に
逃
げ
て
い
た

の
で
被
害
者
は
け
が
人
だ
け
だ

っ
た
」
と
話
す
。
午
後
６
時
２

分
発
生
の
Ｍ
７
・
４
の
地
震
が

起
き
て
約
５
０
０
世
帯
あ
る
村

の
沿
岸
部
を
中
心
に
家
に
被
害

が
出
始
め
、
「
砂
浜
と
住
宅
域

を
隔
て
る
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル

の
石
壁
と
そ
こ
か
ら
海
岸
ま
で

続
い
て
い
た
砂
浜
が
一
気
に
沈

ん
だ
。
家
屋
の
被
害
は
地
震
に

よ
る
も
の
で
、
不
思
議
と
津
波

は
起
き
な
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。

　

中
学
教
師
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・

イ
ク
バ
ル
さ
ん
（
38
）
ら
、
女

性
８
人
を
含
む
20
人
は
28
日
の

Ｍ
７
・
４
の
地
震
直
前
、
ト
ン

ペ
村
と
川
を
挟
ん
で
南
に
接
す

る
バ
レ
ン
ト
ゥ
マ
村
に
あ
る
ア

ル
・
イ
ス
テ
ィ
ク
フ
ァ
ル
・

バ
レ
ン
ト
ゥ
マ
・
モ
ス

ク
で
礼
拝
を
始
め
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
。
地
震
が

起
き
る
と
床
が
ひ
び
割

れ
、
泥
が
噴
き
出
し
、

あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
出

し
た
。

　

翌
日
戻
る
と
、
モ
ス

ク
外
庭
の
地
面
の
約
40

カ
所
か
ら
泥
が
噴
出
し

て
い
た
。
地
震
後
、
泥

は
勢
い
を
弱
め
な
が
ら

噴
出
し
続
け
、
１
日
に

止
ま
っ
た
。
た
だ
、
余

震
で
も
噴
出
す
る
状
態

が
３
日
ま
で
続
い
た
。
最
大
５

メ
ー
ト
ル
上
ま
で
泥
が
上
が
っ

た
と
の
声
も
あ
が
っ
た
。
泥
は

モ
ス
ク
以
外
の
海
岸
に
近
い
小

道
な
ど
で
も
噴
出
し
た
。

　

バ
レ
ン
ト
ゥ
マ
の
南
隣
の
タ

ン
ジ
ュ
ン
・
パ
ダ
ン
村
で
も
砂

浜
が
少
な
く
と
も
１
メ
ー
ト
ル

沈
下
。
南
北
の
２
方
向
か
ら
津

波
が
村
を
襲
っ
た
と
村
人
の
ひ

と
り
は
話
し
た
。

　

ト
ン
ぺ
村
と
パ
ル
市
ま
で
の

間
で
は
少
な
く
と
も
10
カ
所
で

土
砂
崩
れ
が
発
生
。
満
潮
時
に

海
岸
線
沿
い
の
幹
線
道
を
走
る

と
、
海
水
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
迫

っ
て
い
る
地
点
が
複
数
あ
り
、

今
回
の
震
災
で
海
岸
線
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
（
中
島
昭
浩
、
写
真
も
）

トンペ

パル

震源

砂
浜
が
沈
ん
だ
状
況
を
説

明
す
る
ノ
サ
ル
さ
ん
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